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すまいる表紙　写真・題字・イラスト募集
12月号の応募締め切りは11月22日（木）
【写真】　テーマ：人の表情と季節感を表現

したもの。応募用紙をお送りしますので、

メールまたは電話でお問い合わせください。

【題字・イラスト】　応募にはホットボイス

はがきをご利用ください。

問企画財政課広報広聴係
　☎62-9721　☎ k-kouhou@memuro.net

みんなでつくる「すまいる」

表紙応募作品ギャラリー
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棚
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▼「技術・努力・精神力だけでは世界のトッ

プになれない」とトップ選手を取材している

スポーツ記者の言葉 ▼彼はこう続けた「トッ

プアスリートには共通点がある。それは人間

性や人柄の良さ。それがないと頂きに登れない」 ▼私は

町民栄誉賞の永原さんを取材した。人の眼を見て話す姿、

屈託のない笑顔、周囲への配慮、子どもたちへの立ち

振る舞いは彼女の誠実さの表れだ。唯一の心残りはツ

ーショット写真を撮り損ねてしまった。 矢野貴士

▼花火大会復活を目論み動き出した４人。

私は芽室町での花火大会を見たことがない

ので、これからどんな花火大会になるのか

私自身も楽しみです ▼今月のクローズアッ

プでは中学生が職場体験学習を町内の企業で行いま

した。訪問先の仕事を実際に体験し、自分の将来を

考えるきっかけになったと思います。ちなみに私の

職場体験学習は、子どもが好きなため保育園に行き、

子どもたちと一緒に戯れていました。 池田久留実

広報編集後記
ア

フ
タ

ヌ

ー

ン
ティ ー
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町民栄誉賞
10月31日町民栄誉賞授与式の
一コマ。当時の大関大乃国以
来33年ぶり史上２人目の授与
となった永原和可那さん（写
真左）に花束を渡す青木佑真
さん（写真右）。２人は少年団
時代にダブルスでペアを組み
全国大会に出場しました。

今 月 の 写 真



花
火
大
会
を
復
活
さ
せ
た
い

　
以
前
、
町
内
で
は「
め
む
ろ
商
工
夏
ま
つ
り
」に
合
わ
せ
て

花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
花
火
大
会
は
、
芽
室

町
で
生
ま
れ
育
っ
た
４
人
が
子
ど
も
の
頃
か
ら
毎
年
観
に
行

く
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
夏
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
、

２
０
１
４
年
を
最
後
に
商
工
夏
ま
つ
り
は
終
わ
り
、
そ
れ
に

伴
い
花
火
大
会
も
終
わ
り
を
告
げ
た
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
親

し
ん
で
き
た
イ
ベ
ン
ト
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
寂
し
く
、

ま
た
花
火
を
観
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
花
火
大
会
を
復
活
さ

せ
よ
う
と
、
有
志
４
人
が
集
ま
り
動
き
出
し
た
。

　
花
火
の
打
ち
上
げ
は
来
年
７
月
７
日
に
芽
室
公
園
で
行
う

予
定
。
こ
の
７
月
７
日
と
い
う
の
は
、
昨
年
花
火
大
会
を
復

活
さ
せ
よ
う
と
決
め
た
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
日
に
こ

だ
わ
り
を
持
ち
、「
今
ま
で
に
な
い
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
い
」と

意
気
込
み
を
語
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
や
町
民
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

み
ん
な
で
作
り
上
げ
た
い

　

４
人
は「
花
火
大
会
が
子
ど
も
の
頃
の
思
い
出
と
し
て
残

っ
て
い
て
、
今
の
子
ど
も
た
ち
に
も
自
分
た
ち
と
同
じ
よ
う

に
思
い
出
を
作
っ
て
ほ
し
い
」と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
こ
と

に
加
え
、「
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
花
火
大
会
は
町
民
み

ん
な
で
作
り
た
い
」と
話
し
て

い
る
。

　
そ
の
た
め
今
後
は
、
町
民
に

募
金
を
お
願
い
し
た
り
、
花
火

大
会
開
催
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
集

め
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
そ
し

て
、
花
火
大
会
の
復
活
に
多
く

の
町
民
の
方
が
共
感
し
て
く
れ

る
こ
と
を
強
く
願
っ
て
い
る
と

話
し
て
く
れ
た
。

花火大会復活へ　みんなでつくる花火大会
　夏の花火大会復活に向けてこれから実行委員を決める。その前段階として準
備委員である写真左から谷口さん、千葉さん、熊谷さん、藤川さんの４人がこ
れまで10回以上の会議を重ね、準備を進めてきた。

花火大会準備委員

▲準備委員による会議の様子
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永原 和可那
芽室町出身22歳　現在は北都銀行（秋田県）所属
　小学２年生からバドミントン少年団に入団し、
小・中学生では全国大会に出場。今年８月世界
バドミントン選手権大会女子ダブルスで優勝し、
日本勢として41年ぶりの金メダルを獲得。史上
２人目の町民栄誉賞を故郷・芽室町で受け取り
たいと強く希望し、10月28日フランスオープン
で優勝した直後に帰国し、31日町民栄誉賞授与
式・帰町報告会に出席しました。

▲小中学生の
　質問に笑顔を
　見せる
　永原選手

▲後輩のバドミントン少年団員と記念撮影

凱旋

日本代表
ユニフォーム
姿を披露

▲

▲地元の青葉東町内会から花束と横断幕が掲げられました

なが　　　はら わ　　　　か　　　　な

▲金メダルを
　イメージした盾

大乃国以来史上２人目の町民栄誉賞
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▲世界チャンピオンのスマッシュに会場どよめく

▲授与式の様子 ▲中学生との対戦、短パンで本気モード

▲ラケットを手にする永原選手 ▲熱血指導①

▲熱血指導②▲後輩たちの寄せ書き

▲レシーブ方法の
　極意を指導

笑顔で抱負を語る

▲

永原選手

永原選
手

　「今はスタートライン。これから東
京五輪出場に向けて、一つ一つの大
会で結果を残せるように頑張りたい。
　試合では波があり、気持ちで引くこ
とがある。技術はもちろん、メンタル
面の強化を図りたい」
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『創世スクエアＨＴＢまつり』で
� めむろごぼうをＰＲ！

２つの芽室会でも総会を開催！

東京芽室会奮闘！北海道産直フェア in 代々木

　「第24回北海道産直フェア」が東京都渋谷区代々
木公園で開催されました。
　体育の日の祝日を含む４日間、郷土を愛する東
京芽室会のみなさん、本町出身の芝田山親方（元
横綱大乃国関）の部屋の力士さんたちの手によって、
本町特産品が飛ぶように売れていきました。
　「継続は力なり！」毎年芽室町ブースを訪れてく
れるお客様も確実に増えています。

　事前に放送されたＨＴＢイチモニ！「食のチカラ」の番組効果もあり、『めむろごぼうのサクサ
クスティック』を求め、芽室町ブースに並ぶための待機列が別の場所に整理されるほどの盛況ぶり！全
道一の作付面積・収穫量を誇る「めむろごぼう」を存分にＰＲしました！
　番組収録にご協力いただきましたＪＡめむろ様、芽室町ごぼう生産組合様、十勝芽室コーン炒飯地域
活性化協議会様、そして、ご来場いただきましたみなさまに心から御礼申し上げます。

東京芽室会ブースには長蛇の列

旭川芽室会　総会開催

大樹町めむろ会　総会開催

見て・聞いて・感じた

「まちの話題」のページです

10/
12

10/
20

10/
３

10/
８

10/
5

10/
14
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応急手当指導員として認定

ゲートボール推進協議会がスティック用意紺
こ ん じ ゅ

綬褒
ほうしょう

章おめでとうございます

上美生小複式教育研究会
　芽室消防団の女性団員12人全員が「応急手当指
導員」の認定を受けました。
　この応急手当指導員は座学、実技等全16時間か
らなる講習を修了し、消防団員で認定を受けたの
は十勝管内では初めてになります。
　「今後、女性ならではの観点で、よりきめ細や
かな指導をしていきたい。また、町民の方に救命
講習を知ってもらって広めていきたい」と雨山部
長が語ってくれました。

　芽室町ゲートボール推進協議会（明瀬幸子会長）
は昨年開催した生誕70年記念事業（三遊亭円楽さ
ん落語会等）にあたり町内の多くの企業や団体な
どが賛同し、その協賛金の一部からゲートボール
のスティックを購入して普及に力を入れています。
明瀬会長は「ゲートボール愛好者が年々減少して
いることに危機感がある。気軽にプレーできるよ
うにスティックを準備したので多くの町民が利用
してほしい」を話してくれました。ゲートボール
少年団の神谷さんは「このスティックは大変使い
やすくジュニア全国大会で準優勝できた」と満足
そうに話してくれました。

　㈱共和貨物自動車（白間憲二社長）が紺綬褒章を
授賜され、手島旭町長が伝達を行いました。紺綬
褒章とは公益のために多額の私財を寄付した方が
対象となります。白間社長は「大変な名誉なこと
で恐縮しています。わが社は昭和36年浦幌町で
創業、昭和59年から芽室町で営業しています。『確
実・迅速・そして安全運転』をモットーに、全車
にドライブレコーダー・車載カメラ・消毒装置等
を装備し、安心していただける輸送に努めていま
す。今後もお客様や従業員に感謝の気持ちを忘れ
ずに何らかの形で地域に貢献していきたい」と話
してくれました。

　上美生小学校（織茂竜二郎校長、児童34人）では
『よく考え、進んで思いを表す子どもの育成』を研
究主題として、複式研究大会を開催しました。　
　教育委員や教職員が見守る中、３年生３人は、
小数のひき算の計算方法。４年生７人は、たし算
の答えを四捨五入をもちいて見積もる方法を学習
しました。少ない人数ながらもペアやグループな
ども活用して課題を解決し合う姿が見られました。
　上美生小学校では、12月４日（火）に「地域・祖
父母・公開参観日」を13時20分から各学級の授業
を公開する予定です。

10/
10

10/
27

10/
29

10/
５

あつまれ18,652人 まちのうごき
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　10月19日芽室中学校２年
生が職場訪問体験学習を町
内企業で行いました。138
人が町内企業31社の協力
を得て、仕事を実際に体験
するという貴重な学習です。
　総合的な学習の時間の一
環で実際に職場を訪問して
実際の仕事を体験すること
によって、望ましい職業観
や勤労観の理解を深めるも
のです。また、職業人や社
会人とのふれあいを通して、
働くことの喜びや厳しさを
学び、社会で生きる力やル
ール・マナーを身につけ、
将来の夢・希望や自分の生
き方について考え、自己実
現への意欲を高めます。

芽室中学校生徒が職場訪問体験学習

小
こ

林
ばやし

　空
くう

雅
が

さん
　将来の夢『サッカー選手』に
なるための食事面のバランス
を考える貴重な機会になりま
した。

竹
たけ

林
ばやし

　伶
れ

茄
な

さん
　パティシエになりたいので
選びました。食べものを扱う
のでいつも以上に手洗いを心
掛けました。

山
やま

﨑
ざき

　陸
りく

斗
と

さん
　整備士の父の影響で小さい
頃から車に興味があります。
普段見ることができない車の
裏側を自分の目で見たいです。

堀
ほり

　　優
ゆう

奈
な

さん
　大好物なお菓子に囲まれて
働きたいです。優しく教えて
くれる店員さんのおかげで楽
しい実習になりました。

どんな気持ちで体験実習しましたか？

▲タイヤ交換～実習先・江崎自動車整備工場

▲商品の手渡し～実習先・リスどん

▲おしぼり準備中～実習先・焼肉KAGURA

▲ガラス清掃～実習先・お菓子のまさおか

8すまいる
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毎月すまいるモニターさんが取材した芽室町
の魅力を紹介するコーナーです。

File.23

今月のモニターは
大浦千聖さん

▲高野竜二さん

▲今の季節はカボチャ

▲ jouet（ジュエ）Takano Farm
さんのミニトマトを使ったジャム

▲看板犬のアキちゃん

▲夏はとうもろこし

▲サイクルツーリズムの様子

▲Takano Farmロゴ

　その他にも今年から離れた地域に住む人にも新
鮮でおいしい野菜を届けたい、という気持ちでポ
ケットマルシェという携帯アプリで購入できる販
売方法を始めたそうです。今年の販売は終わって
しまいましたが、販売時には東京の人など本州の
人からも購入があったそうです。直接消費者とコ
ミュニケーションが取れるので生産者の高野さん
も相手の気持ちがわかり、とても嬉しいとおっし
ゃっていました。
　趣味であるサイクリングについても教えていた
だきました。高野さんは芽室町のサイクルツーリ
ズム協議会に参加しており、上美生や嵐山をガイ
ド付きで自転車で巡り、観光しながら楽しむこと
を目的として活動しています。参加している人の
年齢はバラバラで十勝各地から10人ぐらい集まっ
ているそうです。芽室や農業を知ってもらうきっ
かけにもなっています。11月18日にはめむろ散走
ミーティングと題し、ワークショップなどで少し
でも興味がある方は参加してみてはどうでしょうか？
　最後になりますが、今回の取材を通して私も消
費者の一人として、これからの未来を担う若い農
家さんを応援していきたいです。�
� ( 取材班：大浦千聖 )

　今回は高野農場さんにお話を伺ってきました。
約43ヘクタールある広大な土地にはジャガイモ、
小豆、小麦、てんさい、とうもろこし、ミニトマ
ト、カボチャ、長芋などが育てられており、その
風景の前で野菜はもちろん趣味のサイクリングに
ついても笑顔で教えて下さったのは高野竜二さん。
　今の時期はカボチャが収穫時期で、まんまると
した深緑のカボチャがおいしそうに並べられてい
ました。また玄関先には竜二さんのお母さんが観
賞用に育てたというさまざまな色、形、大きさの
カボチャが綺麗に飾られていました。
　夏には、とうもろこしが敷地いっぱいに太陽に
向かって育っており、全てが新鮮で収穫したてを
生で食べると甘くて果汁がたくさん溢れていまし
た。育てた野菜は7.8.9月の第2.4土曜日９時か
ら14時に開催されていた十勝ファーマーズマーケ
ットで販売しており子ども連れのお客さんや、散
歩中の人など多くの人で賑わっていたそうです。
　今年から育てたミニトマトは清水町のジャム屋
さん（jouet）に提供したこともあるそうで、ジュ
エさんがミニトマトのジャムを販売していました。

高野農場
芽室町上芽室南4-2　☎0155-62-4397
小麦、ビート、ジャガイモ、豆、長芋、ミニトマト、
とうもろこし、カボチャを栽培
ポケットマルシェにて通販をしています(夏の間)
poke-m.com/products/7059(ポケットマルシェアプリ）

看板犬のアキちゃんが出迎えてくれる
� Takano Farmさん
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問商工観光課商工振興係　☎62-9736

・行事予定は変更となる場合があります。

リビング cafe

ENGAWA えん
がわ

芽室町本通３丁目２（旧日専連様跡）

リビング Cafe ENGAWA は、サークル活動や、起業を
目指す方のチャレンジショップとしてもお使いいただけ
ます。

○今月の予定
■農産物の直売

毎週金曜日の10時～12時30分に「自然菜園ふた
ば（町内平和地区）」の野菜を販売しています。
無農薬・無化学肥料で育てた野菜たちはすべて
朝採り。ぜひ一度お立ち寄りください！　
☎自然菜園ふたば（宇佐美）　090-9381-0249

■デジタル茶話会
第４火曜日　15時～17時（貸し切り利用となり
ます）
参加費　1,000円
PC が覚えられない、わからない…。
だけど本当はできるようになりたい。そんな方
のためにゆるい PC サロンを開催します。予約
は不要です。スマホ・タブレットでも大丈夫です。
持ち物：パソコン・電源・筆記用具
サロンですのでほかの人と楽しむ気持ちを持っ
てきてください♪
☎ちょびパソ style　山口幸子080-5589-3461

■星の錬金術（占い）
毎週木曜日　10時～16時　鑑定料1,000円
生年月日からあなたの本当の姿がわかります。
仕事・人間関係など何でもご相談ください。
☎増中　090-6556-5913

■ＨＡＰＰＹ　ＭＡＲＫＥＴ
　～心が温かくなるお店たち～

11月24日（土）10時～15時　
手作り雑貨と占いのマーケットです。どなた
でもお気軽に遊びに来てください。
☎増中　090-6556-5913

■フリーマーケット
11月19日（月）10時～16時
是非お気軽にお立ち寄りください。

芽室ワインカウンティ
のブドウ収穫終了

ゲートボール
初心者教室開催

　10月21日、芽室ワインカウンティ主催のブドウ収穫
体験が行われました。
　晴天の秋空のもと、町内外から30人が参加しました。
　ブドウを栽培する菊地英樹さんは「今年は生育中の
後半に雨が少なかったのでいいできになっている」と
話していました。

健康長寿を目指そう！
一日５千歩以上歩いて認知症予防！
楽しく適度な運動で健康維持！
　ゲートボールの魅力は適度な運動、頭の運動、世代
を超えた交流ができます。
　屋外で雑談を楽しみながらスポーツをしませんか？

『小学生でも早すぎない！80歳でも遅すぎない！』を合
言葉にご一緒しましょう。
■日程　11月18日、26日、12月３日、10日、16日、23日
■時間　８時～12時
■場所　健康プラザ
問芽室町ゲートボール協会
　（事務局　芽室町教育委員会☎62-9730）

お知
らせ

お知
らせ

道
具
は
貸
し

出
し
ま
す
！
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「
町
民
栄
誉
賞
」

　
去
る
10
月
31
日
、
本
年
８
月
に
中
国
南

京
市
で
行
わ
れ
た「
第
24
回
世
界
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
選
手
権
大
会
」女
子
ダ
ブ
ル
ス
で

優
勝
を
果
た
し
た
本
町
出
身
の
永
原
和
可

那
さ
ん
に
、
町
民
栄
誉
賞
を
授
与
い
た
し

ま
し
た
。
こ
の
賞
を
授
与
す
る
の
は
当
時

の
大
関
大
乃
国
関
以
来
33
年
ぶ
り
２
人
目

と
な
り
ま
す
。
永
原
選
手
は
、
同
じ
く
北

海
道
出
身
の
松
本
麻
佑
選
手
と
と
も
に
、

あ
き
ら
め
ず
、
粘
り
強
い
戦
い
で
こ
の
種

目
で
は
日
本
勢
41
年
ぶ
り
の
金
メ
ダ
ル
と

い
う
快
挙
を
な
し
と
げ
ま
し
た
。

　
先
日
永
原
選
手
の
お
父
様
と
お
話
し
ま

し
た
ら「（
優
勝
は
）た
ま
た
ま
で
す
」と
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
た
ま
た
ま
で

世
界
の
頂
点
に
は
立
て
ま
せ
ん
。
ご
本
人

は
地
道
に
か
つ
も
の
す
ご
く
努
力
さ
れ
た

と
思
い
ま
す
し
、
ご
両
親
、
ご
家
族
の
サ

ポ
ー
ト
も
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
も
う
ひ
と
つ
は
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら

の
少
年
団
や
部
活
動
を
は
じ
め
と
し
た
地

域
の
競
技
環
境
、
指
導
体
制
、
高
校
で
全

国
レ
ベ
ル
で
の
練
習
環
境
、
現
在
の
職
場

の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
本
当
に
多
く
の
方
々

が
支
援
、
応
援
し
て
く
れ
た
結
果
と
思
い

ま
す
。
今
回
の
金
メ
ダ
ル
は
み
ん
な
で
獲

得
し
た
金
メ
ダ
ル
と
言
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
永
原
選
手
も
周
囲
の
応
援
の
お
か
げ
と

い
う
こ
と
を
理
解
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
成

績
を
残
す
前
か
ら
帰
省
し
た
際
に
芽
室
の

子
ど
も
た
ち
を
指
導
し
て
く
れ
て
い
た
と

伺
っ
て
い
ま
す
し
、
今
後
も
地
域
へ
の
恩

返
し
を
口
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
本
当
に
素
晴
ら
し
い
考
え
方
と
行
動
で
、

少
し
競
技
生
活
が
落
ち
着
い
た
ら
ま
た
ぜ

ひ
指
導
に
来
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
は
ど
う
し
て
も
今
後
の「
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
」出
場
へ
の
期
待
が
大
き
く
な

る
と
思
い
ま
す
が
、
結
果
ば
か
り
を
気
に

せ
ず
、
ケ
ガ
な
く
、
悔
い
の
な
い
よ
う
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
今
後
も
各
分
野
に
お
い
て
世
界
に
羽
ば

た
く
芽
室
町

民
の
栄
誉
を

讃
え
る
と
と

も
に
、
目
標

を
持
っ
て
が

ん
ば
る
皆
さ

ん
を
応
援
し

て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

芽
室
町
に
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
方
々
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
誌
面
掲
載
に
同
意
さ
れ
た
方
の
み
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

善
意
に
厚
く
感
謝
い
た
し
ま
す

平
成
30
年
９
月
21
日
～
10
月
20
日
受
付
分

●
芽
室
病
院
受
付
分

・
祥
栄
白
寿
ク
ラ
ブ（
山
川　
幸
也
会
長
）様
か
ら
、
タ
オ
ル

・
麻
生
町
町
内
会
75
歳
以
上
の
有
志
様
か
ら
、
タ
オ
ル

�
（
公
立
芽
室
病
院
用
と
し
て
）

今月の一句男女共同参画

問企画財政課企画調整係　☎62-9721
　FAX62-4599　死 k-kikaku@memuro.net

町
内
の老

若
男
女

�

助
け
合
う

作
者 

近こ
ん

藤ど
う　

小こ

夏な
つ

さ
ん

�

（
芽
室
中
学
校
３
年
）

平
成
29
年
度
募
集
作
品
よ
り

芽
室
町
男
女
共
同
参
画
審
議
会
賞
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申
請
忘
れ
て
な
い
で
す
か
？ 

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
制
度

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
個
人
・

団
体
・
企
業
を
表
彰
し
ま
す

　
芽
室
町
で
は
、
未
就
学
児
、
小
学
生
及

び
中
学
生
の
医
療
費（
保
険
診
療
の
範
囲
内
）

の
自
己
負
担
額
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
小
学
生
及
び
中
学
生
は
住
民

税
の
住
民
税
課
税
状
況
に
よ
り
助
成
範
囲

が
異
な
り
ま
す
。

■
助
成
内
容

　
芽
室
町
に
お
け
る
子
育
て
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
功
績
の
あ
っ

た
個
人
、
団
体
、
企
業
を
表
彰
す

る「
芽
室
町
子
育
て
応
援
賞
」を
平

成
29
年
12
月
に
創
設
し
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
も
み
な
さ
ん
の
周

囲
で
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
個
人
、
団

体
、
企
業
の
情
報
を
募
集
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

※
平
成
29
年
度
に
候
補
者
と
し
て

推
薦
い
た
だ
い
た
方
々
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
選
考
の
対
象
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
」

と
は

（
１
）子
育
て
し
な
が
ら
働
き
や
す

い
職
場
環
境
の
整
備

（
２
）子
育
て
家
庭
の
負
担
軽
減

（
３
）子
ど
も
と
一
緒
に
利
用
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
又
は
設
備
の
提
供

（
４
）子
育
て
に
関
す
る
啓
発
活
動

（
５
）そ
の
他
子
育
て
支
援
に
関
す

る
独
自
の
取
り
組
み

（
１
）～（
５
）の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
取
り
組
み
で
す
。

　
例
え
ば

「
○
○
さ
ん
は
、
親
子
向
け
の
遊

び
の
イ
ベ
ン
ト
を
定
期
的
に
開
催

し
て
い
る
」

「
×
×
サ
ー
ク
ル
は
子
育
て
用
品

の
リ
サ
イ
ク
ル
を
し
て
い
る
」

「
△
△
社
は
参
観
日
に
休
み
を
取

る
よ
う
積
極
的
に
勧
め
て
い
る
」

な
ど
、
町
内
の
大
き
な
取
り
組
み

か
ら
小
さ
な
気
配
り
ま
で
、
幅
広

く
情
報
を
募
集
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
頂
い
た
情
報
の
中
か
ら
選
考

に
よ
り「
芽
室
町
子
育
て
応
援
賞
」

を
決
定
し
ま
す
。
お
心
当
た
り
の

あ
る
方
は
ぜ
ひ
情
報
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

■
応
募
締
切　
12
月
14
日（
金
）

■
被
表
彰
者
の
条
件

（
１
）町
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人

（
２
）町
内
を
拠
点
に
活
動
し
て
い

る
団
体

（
３
）町
内
に
事
業
所
を
置
く
企
業

（
１
）～（
３
）の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
者

■
応
募
先　
子
育
て
支
援
課
子
育

て
支
援
係

☎
６
２
︲
９
７
３
３

思
６
２
︲
０
１
２
１　

死kosodate@
m

em
uro.net

■
発
表　
広
報
誌
２
月
号
で
発
表

予
定
。
受
賞
者
に
は
表
彰
状
が
送

ら
れ
ま
す
。

■
小
・
中
学
生
の
申
請
手
続
き

　
対
象
の
小
・
中
学
生
が
入
院
・
通
院
し

た
場
合
は
、
一
旦
自
己
負
担
分
を
医
療
機

関
に
支
払
い
、
後
日
払
戻
し
の
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

⑴
持
ち
物　
医
療
機
関
発
行
の
領
収
証
、

印
鑑
、
お
子
様
の
保
険
証
、
通
帳
、
所
得

課
税
証
明
書

⑵
窓　
口　
子
育
て
支
援
課
児
童
係

※
所
得
課
税
証
明
書
は
、
そ
の
年（
１
～

７
月
診
療
分
は
前
年
）の
１
月
１
日
現
在
、

芽
室
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
は
不
要
で

す
。

■
学
校
で
ケ
ガ
を
し
て
し
ま
っ
た
場
合

　
学
校
の
管
理
下（
授
業
中
・
部
活
動
中
・

登
下
校
中
な
ど
）で
け
が
を
し
て
し
ま
っ

た
場
合
は
学
校
で
加
入
す
る
ス
ポ
ー
ツ
振

興
セ
ン
タ
ー
の
災
害
共
済
給
付
制
度
が
優

先
さ
れ
ま
す
。「
受
給
者
証
」は
使
用
せ
ず
、

窓
口
で
の
支
払
い
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
と
き
支
払
っ
た
医
療
費
に
つ
い
て

は
、
学
校
等
を
通
じ
て
申
請
を
行
う
と
、

災
害
共
済
金
と
し
て
自
己
負
担
し
た
額
＋

総
医
療
費
の
１
割
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
万

が
一
、
災
害
共
済
金
と
医
療
費
助
成
の
両

方
を
受
け
て
し
ま
っ
た
場
合
、
芽
室
町
へ

返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
支
援
課
児
童
係
☎
６
２
︲
９
７
３
３

対象者
助成範囲

医科・歯科の通院処
方箋に基づく調剤

入院および
指定訪問看護

未就学児（０～６歳） 全額助成 全額助成

住民税非課税世帯の
小学生・中学生 全額助成 全額助成

住民税課税世帯の
小学生・中学生 助成対象外 全額助成
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問子育て支援課子育て支援係　☎62-9733　 kosodate@memuro .net

事　業　名 対象幼児 と　　　き 会　場
４か月児健康診査 平成30年８月生まれ 12月25日（火）13時～13時15分受付 保健福祉センター
10か月児健康診査 平成30年２月生まれ 12月11日（火）13時～13時15分受付 保健福祉センター
1歳9か月児健康診査 平成29年２月生まれ 12月４日（火）時間は個別通知します 保健福祉センター
3歳6か月児健康診査 平成27年５月生まれ 12月18日（火）時間は個別通知します 保健福祉センター
妊婦・育児相談 妊婦・乳幼児と保護者 毎週金曜日　９時～17時 保健福祉センター
１歳むし歯予防教室 平成30年１月生まれ 12月27日（木）10時～11時30分 保健福祉センター

予防接種 種　　　　目 接種医療機関
ＢＣＧ　12月6日（木）　受付14時～14時30分　要予約 公立芽室病院� ☎62-2811

●接種する場合は、事前に各医療機関に予約してください。
●予防接種に関して、対象・接種回数などご不明な点、ご心配な点がありましたら子育て支援係までお気軽にお問い合わせください。
●子宮頸がんワクチン接種後、２週間以上痛みなどが続く場合、専門相談機関をご紹介いたしますのでご相談ください。

子育てカレンダーに掲載している
各広場を紹介します。

PICK UP!

♦赤ちゃん広場

　妊婦さん、０歳のお子さんと保護

者対象の広場です。お布団に赤ちゃ

んを寝かせて遊ばせながら、ゆっく

りお話しができます。管理栄養士が

来ますので、離乳食などの食事の相

談に応じることができます。第２・

４週は保健師もいますので、より専

門的な相談をすることができますよ。

　身長、体重の計測もできますので、

気軽に遊びに来てくださいね！

　子育て支援センター、発達支援センター、ひだまり
保育所、上美生保育所は、就学前のお子さんと保護者
を対象に、遊びの場・情報交換の場・交流の場として
開放します。（予約不要）
………………………………………………………………
◆すくすく広場
対象　１歳以上～就学前までのお子さんと保護者
日時　月・火曜日10時～11時30分　木曜日10時～15時
　第３土曜日（11月17日、 12月15日）10時～11時30分
木曜日は、昼食を持ってきて、一日中利用することも
できますよ～

◆３・４・５歳児の広場
対象　３･４･５歳児のお子さんと保護者
日時　11月19 ・ 26日、 12月3 ・ 10 ・ 17日
　　　月曜日　13時30分～16時

◆わんぱく広場 （西子どもセンターみらい）
日時　11月21日、 12月19日　10時～11時30分
　この日は「西子どもセンターみらい」で、体を使っ
たあそびをメインに開放します。

◆のびのび広場 （子どもセンターあいりす）
日時　11月14日、 １２月１２日　10時～11時30分
この日は「子どもセンターあいりす」で、体を使った
あそびをメインに開放します。

◆地域開放日（移動子育て支援センター）
　東めむろコミュニティセンターにお邪魔します。
楽しいおもちゃもあります。お気軽にどうぞ。
日時　12月5日　10時～11時30分

◆赤ちゃん広場（毎回管理栄養士が栄養相談をお受けします）
対象　妊婦さん、０歳のお子さんと保護者
日時　11月16・30日、 12月7・14・21日
　　　金曜日　10時～11時30分
※第２・第４金曜日に保健師が来ます。

◆出張赤ちゃん広場 （あいあい21 １階健診室）
対象　妊婦さん、０歳のお子さんと保護者
日時　11月21 ・ 28日、　12月12 ・ 19日
　　　水曜日　13時30分～15時　

………………………………………………………………
問子育て支援センターげんき（てつなん保育所内併設）
　☎61-3030

◆子育て広場ちぃむ（発達支援センター）
対象　就学前のお子さんと保護者
日時　第１・３金曜日　10時～11時30分
　　　　　　（11月16日、 12月7 ・ 21日）

問子育て支援センターげんき　☎61-3030

◆町立保育所開放日
　上美生保育所　　11月22日（木）９時30分～11時
　ひだまり保育所　11月22日（木）９時30分～10時30分

問子育て支援課児童係　☎62-9733

子育てカレンダー

PICK UP! 必見

13 すまいる
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平成29年10月26日生まれ

　安定して歩けるようになり、
お姉ちゃんと一緒に踊るのが
得意なモモちゃん。おっぱい
が大好きで離乳食がすすみま
せん…思いやりのある元気な
子になってね♥

　　　百
もも

葉
は

ちゃん
安
あ

達
だち

　茉
ま

惟
い

さん

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」で
す

　
児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
件
数
は
全
国

的
に
増
加
し
て
お
り
、
平
成
29
年
度
中
に
、

全
国
２
１
０
か
所
の
児
童
相
談
所
が
児
童

虐
待
相
談
と
し
て
対
応
し
た
件
数
は
１
３

３
，
７
７
８
件（
速
報
値
）で
、
過
去
最
多

の
件
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
子
ど
も
の
生
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど

重
大
な
事
件
も
後
を
絶
た
な
い
状
況
に
お

い
て
、
児
童
虐
待
問
題
は
社
会
全
体
で
解

決
す
べ
き
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
16
年

度
か
ら
児
童
虐
待
の
防
止
な
ど
に
関
す
る

法
律
が
施
行
さ
れ
た
11
月
を「
児
童
虐
待

防
止
推
進
月
間
」と
位
置
づ
け
、
児
童
虐

待
問
題
に
対
す
る
社
会
的
関
心
の
喚
起
を

図
る
た
め
、
児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の
広

報
・
啓
発
な
ど
の
各
種
の
取
組
を
全
国
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
主
な
増
加
要
因

　
心
理
的
虐
待
に
係
る
相
談
対
応
件
数
の

増
加
や
警
察
な
ど
か
ら
の
通
告
の
増
加
が

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
北
海
道

内
の
相
談
対
応
件
数
は
３
，
２
２
０
件
で

若
干
の
増
加
傾
向
、
十
勝
管
内
は
２
８
０

件
で
増
加
傾
向
、
芽
室
町
は
７
件
で
平
成

26
年
度
～
平
成
28
年
度
に
比
べ
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

■
虐
待
の
種
類

　
虐
待
は
次
の
４
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

①
殴
る
、
蹴
る
、
投
げ
落
と
す
、
激
し
く

揺
さ
ぶ
る
、
や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、
溺

れ
さ
せ
る
な
ど
の
身
体
的
虐
待

②
児
童
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
り
、

そ
の
行
為
を
見
せ
た
り
す
る
性
的
虐
待

③
食
事
を
十
分
に
与
え
な
い
、
入
浴
さ
せ

な
い
、
病
気
に
な
っ
て
も
通
院
さ
せ
な

い
、
車
内
に
放
置
す
る
な
ど
の
ネ
グ
レ

ク
ト（
養
育
の
怠
慢
・
拒
否
）

④
言
葉
に
よ
る
脅
し
、
著
し
い
無
視
、
き

ょ
う
だ
い
間
で
の
差
別
的
扱
い
、
子
ど

も
の
目
の
前
で
家
族
に
対
し
て
暴
力
を

振
る
う（
Ｄ
Ｖ
）な
ど
の
心
理
的
虐
待

　
上
記
の
全
国
の
児
童
相
談
対
応
件
数
の

内
容
別
で
は
、
心
理
的
虐
待
が
54
％
を
占

め
て
お
り
、
次
い
で
身
体
的
虐
待
が
24
・

８
％
、
ネ
グ
レ
ク
ト
が
20
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

■
虐
待
を
未
然
に
防
ぐ
に
は

　
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
や
不
安
が
き
っ

か
け
で
虐
待
を
し
て
し
ま
う
、
そ
れ
は
決

し
て
特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同

じ
よ
う
に
悩
ん
で
い
る
人
は
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
信
頼
で

き
る
人
や
相
談
機
関
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
周
り
の
人
が
気
づ
い
て
声
を
か
け

た
り
、
専
門
機
関
へ
連
絡
し
た
り
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
、

虐
待
を
し
て
し
ま
っ
て
い
る
保
護
者
へ
の

支
援
に
も
繋
が
り
ま
す
。

■
主
な
相
談（
通
告
）窓
口

・
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　
（
最
寄
り
の
児
童
相
談
所（
北
海
道
帯
広

　
児
童
相
談
所
）に
繋
が
り
ま
す
）

　
☎
１
８
９（
い
ち
は
や
く
）

・
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

　
☎
６
２
‐
９
７
３
３

▼児童相談対応件数（参考）

全国 133,778
北海道 3,220
十勝管内 280
芽室町 7
� （平成29年度）
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まちづくり
CoproductionC

２つのまちづくり意見募集！（パブリックコメント手続）

①芽室町教育大綱（原案）
②芽室町都市計画マスタープラン（原案）

■原　　案
　町ホームページ・すまいるボード・担当課で見ることができます
■意見の提出方法
　郵便（ホットボイスはがき・葉書）、メール、FAX、文書持参
■意見の提出者の範囲　町民及び町内で働いている人・学んでいる人
■提出期限　①11月26日（月）　②12月７日（金）
■担 当 係
　①総務課行政管理係　☎62-9720 思62-4599　死 s-gyoukan@memuro.net
　②建設都市整備課計画係　☎62-9726　思62-4599　死 t-keikaku@memuro.net
※メールは件名を入力してください。件名が空欄の場合はセキュリティソフ

トにより迷惑メールとして扱われる可能性があります。

　パブリックコメント手続きとは、町の仕事に町民の皆さんの意見を反映させるため、その

企画立案の過程において、町民の皆さんから意見を伺う手続きのことです。

第
二
庁
舎
の
課
等
が
引
越
し
ま
す

　
新
庁
舎
建
設
に
関
連
し
た
第
二
庁
舎

解
体
に
先
立
ち
農
林
課
、
商
工
観
光
課
、

建
設
都
市
整
備
課
、
水
道
課
、
農
業
委

員
会
事
務
局
が
第
一
庁
舎
へ
引
越
し
ま

す
。
左
記
の
図
に
示
す
第
一
庁
舎
の
体

制
は
11
月
26
日（
月
）か
ら
始
め
ま
す
。

引
越
し
に
合
わ
せ
次
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
は

使
用
停
止
と
な
り
ま
す
。
６
２
︲
９
９

２
０（
農
林
課
、
商
工
観
光
課
、
農
業

委
員
会
）、
６
２
︲
７
０
３
６（
建
設
都

市
整
備
課
、
水
道
課
）

　
11
月
26
日
以
降
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
は
６

２
︲
４
５
９
９
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課
庁
舎
建
設
推
進
係

　
☎
６
２
︲
９
７
２
１

＊
左
図
、
赤
字
の
課
等
が
第
二
庁
舎
か

ら
第
一
庁
舎
に
引
越
し
ま
す
。

監査委員
事務局

議会
事務局

委
員
会
室

議
場

副町長室

町長室

出納課

３ 階

正面玄関

農業委員会
事務局

総
務
課

企
画
財
政
課

住
民
生
活
課

税
務
課

２ 階

１ 階

建
設
都
市
整
備
課

水
道
課

農
林
課

商
工
観
光
課
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あなたの声は、町の宝
その声がこのまちをつくる。
●今月のホットボイスは14件でした。
●その他のホットボイス（項目のみ）
　まちづくり１、行政４、防災４、スポーツ１、暮らし１
　道路・公園・川２、ごみ１
※誌面の都合上、掲載しているのはいただいたご意見の一部です。
　また内容を要約する場合があります。（町ホームページで全件公開しています）

　私は町内に住み、芽室高校に通う者です。大

成橋工事中のために交差点角地に設置されてい

るプレハブ小屋があり、交差点の様子が見えに

くく、２線道路に向かってスピードを出して登

っている車が多くみられ、歩行者が気をつけて

いるものの、とても危なく怖いです。�

　また、全体的に言えることですが、特に朝の

通学時国道側から２線道路に向かって走行して

くる車が停止線で停止せず、車道まで出てくる

ため、凄く怖いです。自転車通学の私達も気を

つけますが、ドライバーのみなさんにも気をつ

けてほしいです。�

� （高校生）

交差点が見にくいです

貴重なご意見ありがとうございます
　プレハブの現場事務所は来年１月末頃には工事
終了に伴い撤収する予定です。
　次にいただいたご意見に基づき芽室交番と協議
したところ、当面の間ご指摘の箇所での交通指導・
取締りを強化するとのことでした。町としても交
差点が危険であることについて注意喚起を行うな
ど、ドライバーが注意して運転するよう努めてま
いります。
　また、以上を踏まえ、町と町交通安全推進委員
会においても、引き続き安全運転の啓発活動を実
施します。� （総務課地域安全係）

答

問企画財政課広報広聴係　☎62-9721

美生川パークゴルフ場を建設する工事で平成31年１
月31日までの工期です。トラック等の車両の通行で
町民の皆様にはご迷惑をおかけしています。

道路が広くスピードがでてしまいがちです。法定速度
で安全運転をしましょう !!

芽室の未来・地域
やサークルの課題
について、ミーテ
ィングしませんか？

16すまいる
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　この春に芽室町に転入した者です。正午の時

報として毎日サイレンが響き渡りますが、チャ

イムやメロディなどサイレン以外のものに変更

していただけないでしょうか。�

　正午を知らせるサイレンは広い町内の遠くま

でよく響き渡り、町内の方々には長年親しんで

きた馴染み深いものかと思われますが、私が以

前居住していた地域での「サイレン」は役場より

緊急事態を知らせる防災手段の一つであり、正

午を知らせるサイレンは私にとっては７年前の

東日本大震災を思い起こさせるトラウマ以外の

何ものでもありません。（ちなみに私の地元では

地域にゆかりのある作曲家の童謡をデフォルメ

したものを時報としておりました)�

　来年より平成から新元号に変わり、新しい時

代の幕開けとなる事も踏まえていただき、検討

のほどよろしくお願いします。�

� （無記名）

①プレー缶の収集方法が変わりましたよね？�

（穴を開け燃えないごみ袋へ入れる→使い切っ

て別袋へ）なのに回収されてません。失礼ですが、

収集の方が新しいやり方を忘れて置いていった

可能性がないか確認してほしいです。�

②震災があって不安になったのですが、停電は

もちろん、断水が何より怖いです。万が一のた

め、水道管の強化的な策は何かされてるのでし

ょうか。�

� （30代女性）

昼のサイレンを変更してほしい質問します

変更は困難です
　芽室町のサイレンは主に災害時の消防職員及び
消防団員の召集サイレンとして使用していますが、
正午のサイレンは時報としての役割のほか、サイ
レンが正常に作動するかどうかの作動試験を兼ね
ています。正午のサイレンを音楽等に変更すると
サイレンの日常的な作動試験を実施することがで
きなくなり、災害時にサイレンが鳴らず、消防活
動に支障をきたしてしまう恐れがあるため、変更
することは難しい問題です。ご理解とご協力をよ
ろしくお願いします。� （芽室消防署）

スプレー缶等は資源ごみへ
水道管は耐震性の管種へ交換中

①スプレー缶を回収せず、置いて行った際、ダメ
シールに回収できない理由の記載が漏れていた可
能性があります。大変申し訳ありませんでした。
　スプレー缶等は「燃やせないごみ」ではなく「資
源ごみ」として回収しています。スプレー缶・ガ
スボンベ缶に穴を開ける際に破裂する事故が多く
危険であることから、中身を使い切って、穴を開
けずに市販のレジ袋（透明か半等明）に入れて「資
源ごみの日」に出すよう変更しました。
②地震や災害などに備えて、水道管（配水管）の耐
震化（耐震性のある管種へ交換）を年次計画に基づ
き計画的に実施しています。
　また、本町では広域的な断水が発生した場合に
備え、耐震性貯水槽を町内４箇所（芽室町総合体
育館、芽室西小学校、健康プラザ、芽室高等学校）
に設置し、災害時の生活用水の確保に努めるとと
もに飲料水の備蓄も計画的に実施しています。
� （住民生活課生活環境係・水道課水道工務係）

答

答

≪ホットボイスのご意見は≫
●ホットボイスハガキ　　　●ホットボイスメール　k-kouhou@memuro.net

●町長へメール　mayor@memuro.net　　●町長へファクス　 0155-62-7771
問企画財政課広報広聴係　☎62-9721　死 k-kouhou@memuro.net

中
小
企
業
の
生
産

性
向
上
を
支
援

　
中
小
企
業
の
新
た
な

設
備
投
資
を
後
押
し
す

る
た
め
、「
先
端
設
備
等

導
入
計
画
」の
認
定
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　
町
の
計
画
に
沿
っ
た

設
備
投
資
を
通
じ
て
労

働
生
産
性
の
向
上
を
図

る
た
め
の
計
画
を
作
成

し
認
定
を
受
け
る
と
、

固
定
資
産
税（
償
却
資

産
）が
３
年
間
免
除
に

な
る
特
例
や
、
補
助
金

の
優
先
採
択
な
ど
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
条
件
等
詳
し
く
は
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。
な
お
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

概
要
を
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。

問
商
工
観
光
課
商
工
振  

　
興
係

 　
☎
６
２
‐
９
７
３
６
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正職員募集

臨時職員募集

■応募期間　11月26日（月）
■応募場所　公立芽室病院　事務局庶務係
■日程内容　採用試験は適正検査・面接を行い、詳細な日程は応募者に別途案内します。
■給与等条件
　〇給与　初任給は最終学歴や経歴（職務内容や期間）に応じて、一定の基準により決定します。
　〇手当　家族や住まいに応じて、扶養手当・住居手当・通勤手当が条例等に基づき支給されます。期
　　　　末・勤勉手当は年間4.4か月分支給されます。

　〇勤務　８時30分～17時15分（土・日・祝日・年末年始は休日）
問公立芽室病院事務局庶務係　☎62-2811　死 byouin@memuro.net

職　　種 募集
人数 条件など

事務職員
（医療事務） １人 医療機関において請求事務の経験が５年以上ある方（平成30年12月末までの期間とします）

■応募方法　町指定の履歴書に顔写真を貼り、希望する職種を記入して、下記一覧に記載の提出先また
は総務課総務係に提出してください。履歴書は各提出先および総務課総務係に備え付けています。ま
た、町ホームページからダウンロードすることもできます。
■面接試験　応募者に別途通知します。
※開庁時間　役場第一庁舎８時45分～17時30分（土日・祝日除く）図書館10時～18時（休館日除く）

職　　種 募集
人数 賃金など 業務内容 募集資格 勤務時間

場所など
応募期間

提出先・問合せ先

事務職員① １人

日額6,580円

～

日額7,000円

一般事務業務
（町税賦課資料作成
補助及び課内庶務）

高校卒業程度、
パソコン操作
ができる方
（資格不問）

平成31年
１月７日～３月31日
※役場第一庁舎が勤
務地、①は６月まで
②は５月まで延長の
場合あり。

11月30日（金）
17時30分まで

総務課総務係
☎62-9720

事務職員② ２人

事務職員③ １人

平成31年
２月１日～３月31日
※役場第一庁舎が勤
務地、６月まで延長
の場合あり。

図書館司書 １人 日額
7,160円～

図書館司書業務
施設管理　
一般事務

図書館司書の
資格（資格証明
書類を添付）　
普通自動車運
転免許取得者

平成30年12月１日～
平成31年３月31日
通常
　９時45分～18時30分
早出
　８時45分～17時30分
夜間
　11時45分～20時30分

11月18日（日）
17時30分まで

社会教育課
図書館係
　☎62-1166
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（講師　太田明子氏（太田明子ビジネス工房代表））
今年度２回目となる、中級者向けの起業セミナーを開催します。

「起業に興味がある」「自分らしく働きたい」、そんな女性の参加をお待ちしています！

■個別相談　１日目セミナー終了後、参加者と講師との個別相談を受け　
　　　　　　付けます。要予約で一人50分程度（個人面談は３人まで）
■申込み　11月20日（火）まで
■その他　託児あります。希望される方は申込みの際にお申し出ください。
■申込み　商工観光課商工振興係　☎62-9736
※この事業は公益財団法人北海道市町村振興協会の助成を受けて実施しています。 講師：太田　明子　氏

11月28日（水）10時～12時
◆場　所　リビングカフェENGAWA
◆内　容　事業計画書を書いてみよう
◆定　員　10人
◆参加費　500円（資料代）

11月２7日（火）12時～14時
◆場所　四つ葉 apart
　店主　中尾智子氏
◆内容　起業者の話を聴く（茶話会）

◆定員　10人
◆参加費　1,500円（資料、飲食代）

起業セミナー中級編開催

地
域
お
こ
し
協
力
隊　
松ま

つ

尾お

雄ゆ
う

斗と

で
す

　
10
月
１
日
付
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
着
任
い
た
し
ま
し
た
、
松
尾
雄
斗
で

す
。
芽
室
町
で
活
動
さ
せ
て
頂
け
る
こ

と
と
な
り
、
心
か
ら
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

　
出
身
は
帯
広
で
す
が
、
サ
ッ
カ
ー
を

通
じ
て
高
校
は
札
幌
、
大
学
は
大
阪
で

過
ご
し
ま
し
た
。

　
趣
味
は
温
泉
と
美
味
し
い
も
の
を
食

べ
歩
く
こ
と
で
、
温
泉
に
つ
い
て
は
、

休
み
の
日
や
時
間
が
空
い
た
日
は
一
人

で
温
泉
に
行
き
、
疲
れ
を
い
や
す
と
と

も
に
自
分
を
見
つ
め
直
す
時
間
と
し
て

い
ま
す
。

　
現
在
、
北
海
道
十
勝
ス
カ
イ
ア
ー
ス

に
所
属
し
、
９
月
23
日（
日
）に
北
海
道

リ
ー
グ
優
勝
を
決
め
ま
し
た
。
今
後
芽

室
町
、
芽
室
町
教
育
委
員
会
と
北
海
道

十
勝
ス
カ
イ
ア
ー
ス
が
締
結
し
た
包
括

的
連
携
協
定
の
内
容
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

協
力
隊
と
し
て
芽
室
町
の
子
ど
も
た
ち

が
楽
し
め
る
提
携
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
、

指
導
者
、
保
護
者
、
競
技
者
に
対
す
る

指
導
・
助
言
と
い
っ
た
町
が
抱
え
る
ス

ポ
ー
ツ
に
関
す
る
課
題
解
決
や
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
た
町
民
の
健
康
づ
く
り
の
た

め
の
教
室
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
子
ど
も
た
ち
の
技
術

向
上
や
自
立
を
目
的
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ

教
室
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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芽
室
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
運
用
状
況
公
表

　
本
町
で
は
、
平
成
21
年
８
月
か
ら
施

行
さ
れ
た
芽
室
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

条
例
並
び
に
芽
室
町
寄
附
金
管
理
基
金

条
例
に
基
づ
き
多
く
の
皆
様
か
ら
寄
附

金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
寄
附
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
寄
附
者

の
皆
様
の
芽
室
町
へ
の
想
い
を
大
切
に
、

ま
ち
づ
く
り
に
有
効
に
活
用
し
ま
す
。

■
寄
附
金
の
受
領
状
況
と
活
用
状
況

●
寄
附
金
の
受
領
状
況（
平
成
30
年
４

月
～
平
成
30
年
９
月
ま
で
に
い
た
だ
い

た
寄
附
金
）

①
寄
附
金
の
使
い
道
の
希
望
別

※
こ
れ
ま
で
に
い
た
だ
い
た
寄
附
金
の

う
ち
、
予
算
化
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、

す
べ
て
芽
室
町
寄
附
金
管
理
基
金
に
積

立
て
て
お
り
、
今
後
も
大
切
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
総
務
課
総
務
係

　
☎
６
２-

９
７
２
０

　
死s-soum

u@
m

em
uro.net

使途希望区分
件数

（町内寄附分）
金　　　額

（町内寄附分）

農業・商工業の振興に関
する事業

596件
（０件）

5,755,000円
（０円）

教育・文化の振興に関す
る事業

250件
（０件）

2,525,000円
（０円）

ゲートボール等のスポーツ
の振興に関する事業

32件
（０件）

305,000円
（０円）

子育て支援・青少年健全
育成に関する事業

988件
（０件）

10,690,000円
（０円）

福祉・コミュニティ活動
の推進に関する事業

185件
（０件）

1,830,000円
（０円）

公立芽室病院の運営に関す
る事業

184件
（０件）

1,770,000円
（０円）

自然環境・地域景観の保
全に関する事業

463件
（０件）

4,530,000円
（０円）

その他の事業（上記以外
の事業を指定及び一般行
政振興）

1,280件
（11件）

12,733,000円
（468,000円）

合　　　計
3,978件
（11件）

40,138,000円
（468,000円）

その7

冬
の
太
陽
に
気
を
付
け
て
！ 

　
こ
ん
に
ち
は
。
指
導
員
の
岩
田

で
す
。
い
よ
い
よ
冬
が
迫
っ
て
き

ま
し
た
ね
。

　
さ
て
、
車
を
運
転
し
て
い
る
と

き
、
信
号
が
何
色
に
な
っ
て
い
る

か
分
か
ら
な
く
な
っ
た
と
き
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　
太
陽
の
光
が
後
ろ
か
ら
差
し
込

ん
で
く
る
と
、
そ
の
光
の
せ
い
で

信
号
の
光
が
か
き
消
さ
れ
て
し
ま

い
、
何
色
な
の
か
わ
か
ら
な
く
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

光
が
前
か
ら
差
し
込
ん
で
も
ま
ぶ

し
く
て
信
号
が
見
づ
ら
く
な
り
ま

す
よ
ね
。

　
そ
の
せ
い
も
あ
っ
て
か
、
私
が

指
導
し
て
い
る
と
き
信
号
無
視
を

し
て
し
ま
う
車
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
冬
に
な
る
と
、
太
陽

が
低
く
な
っ
て
く
る
の
で
、
そ
う

い
っ
た
こ
と
が
よ
り
起
こ
り
や
す

く
な
る
よ
う
で
す
。
冬
道
は
視
界

不
良
・
ス
リ
ッ
プ
な
ど
の
危
険
も

あ
り
ま
す
が
、
こ
ち
ら
も
注
意
が

必
要
で
す
。

　
運
転
手
に
限
ら
ず
歩
行
者
や
自

転
車
の
方
も
、
そ
う
い
う
こ
と
が

あ
る「
か
も
し
れ
な
い
」と
い
う
気

持
ち
を
持
っ
て
移
動
し
ま
し
ょ
う
。

▲専任交通指導員岩田さん
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揖斐川町編

西国三十三所　日本遺産
への登録を目指します。
　芽室町の皆さん、こんにちは。
揖斐川町谷汲地区には、西国三
十三所と呼ばれる、観音菩薩を
安置した近畿二府四県と岐阜県
にまたがる三十三寺院のうち、
三十三番札所である谷汲山華厳
寺があります。この三十三寺院
を参拝する巡礼路は日本最古と
され、特に谷汲山華厳寺は満願
霊場として知られており毎年多
くの参拝者が訪れます。
　昨年１月には、三十三寺院で
つくる札所会と各自治体、観光
協会が地域ぐるみで各霊場の魅
力を発信しようと、「西国巡礼地
域連携協議会」を設立し、日本
遺産登録を目指して活動を始め
ました。
　日本遺産は、地域に点在する
有形、無形の文化財をテーマに
沿ってまとめた「ストーリー」を
文化庁が認定する制度で、町は、
９月27日（木）に自治会などと構
成する「日本遺産登録推進協議会」
を設立しました。
　今後、町では来年度の日本遺
産登録を目指して地域が一体と
なり、PR 活動や商品開発など
に取り組んでいきます。

都市好 交流情報友
め
む
ろ
の
恵
み
フ
ェ
ス
タ（
旧
め
む
ろ

農
村
女
性
ま
つ
り
）出
店
者
募
集

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
消
費
者
と
生
産
者
の
交
流
の
場
、
農

村
女
性
の
皆
さ
ん
の
日
頃
の
活
動
の
発

表
の
場
と
し
て
開
催
す
る「
め
む
ろ
の

恵
み
フ
ェ
ス
タ
」の
出
店
者
を
募
集
し

ま
す
。
個
人
・
団
体
問
わ
ず
参
加
で
き

ま
す
。

■
開
催
日
時　

　
平
成
31
年
１
月
26
日（
土
）

　
（
昨
年
は
10
時
～
12
時
20
分
）

■
開
催
場
所　
　
　

　
ふ
れ
あ
い
交
流
館
又
は
め
む
ろ
ー
ど

※
開
催
時
間
・
場
所
・
出
店
料
は
、
運

　
営
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

■
出
店
で
き
る
方

　
原
則
と
し
て
、
農
業
に
関
連
し
て
い

る
女
性（
個
人
・
団
体
問
わ
ず
）

■
出
店
区
分　
　

①
農
産
物
販
売　
②
作
品
展
示　
③
作

品
販
売
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　
④
試

食
・
試
飲
提
供　
⑤
実
演
・
体
験
コ
ー

ナ
ー
な
ど

　
１
区
画
約
１
・
８
ｍ
四
方

※
上
記
の
出
店
区
分
ご
と
に
、
１
グ
ル

ー
プ
２
区
画
以
内
と
し
ま
す
。

■
出
店
料　

　
１
区
画
２
０
０
円（
予
定
）

※
た
だ
し
、
試
食
・
試
飲
、
展
示
な
ど

販
売
を
し
な
い
場
合
は
無
料
で
す
。

■
申
し
込
み

　
11
月
19
日（
月
）ま
で
に
、
申
込
書
を

Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
申
込
書
は
農
林
課
窓
口
の
ほ
か
、
事

前
に
Ｊ
Ａ
の
全
戸
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

■
そ
の
他　
　
　

　
出
店
者
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
る
運

営
委
員
会
を
開
催
し
、
詳
細
を
決
定
し

ま
す
。

問
農
林
課
農
林
係
☎
６
２
︲
９
７
２
５

　
移
動
献
血
車
が
来
町
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
日
本
赤
十
字
社
芽
室
町
分
区

　
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
☎
６
２
︲
９
７
２
４

12月予定日 事業所名 時間帯

４日（火）

雪印種苗㈱ ９：00～10：10

エア・ウォーター物流㈱ 10：40～11：50

芽室町農業協同組合 13：30～16：00

５日（水）

ホクレン肥料㈱ ９：00～10：00

北海道クノール食品㈱ 10：30～11：30

公立芽室病院 14：45～16：15

６日（木）

十勝農業試験場 ９：00～10：30

日本ニューホランド㈱ 11：00～12：00

芽室町役場 13：30～16：00

▲日本遺産登録推進協議会
　設立総会の様子

納
税
相
談
20
時
ま
で

　
お
仕
事
等
に
よ
り
役
場
の
開
庁
時
間

内
に
来
庁
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
左

記
の
期
間
中
20
時
ま
で
窓
口
を
延
長
し

て
い
ま
す
。

■
延
長
日

　
11
月
28
日（
水
）・
29
日（
木
）

　
12
月
12
日（
水
）・
13
日（
木
）

  

12
月
26
日（
水
）・
27
日（
木
）

問
税
務
課
納
税
係
☎
６
２
︲
９
７
２
２

納
期
限
は
11
月
30
日

固
定
資
産
税�

第
４
期

国
民
健
康
保
険
税　

�

第
５
期

　
納
期
限
か
ら
一
定
期
間
経
っ
て
も
納

入
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
督
促
状

を
送
付
し
ま
す
。
納
期
限
ま
で
に
忘
れ

ず
納
め
ま
し
ょ
う
。
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■
農
地
の
相
続
に
つ
い
て

　

相
続
し
た
も
の
の
、
必
要
な
手
続

き
が
わ
か
ら
ず
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
農
地
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

農
地
を
相
続
し
た
と
き
は
、
農
業

委
員
会
へ
の
届
け
出
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
様
式
は
農
業
委
員
会

事
務
局
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配

布
し
て
お
り
ま
す
。

■
相
続
未
登
記
地
に
つ
い
て

　

農
地
の
所
有
者
が
死
亡
し
、
相
続

登
記
が
済
ん
で
い
な
い
農
地
は
、
原

則
と
し
て
法
定
相
続
人
の
所
有
地
と

な
り
ま
す
。

　

相
続
登
記
が
済
ん
で
い
な
い
農
地

は
売
買
で
き
ず
、
賃
貸
借
等
の
手
続

き
に
も
制
約
が
か
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
相
続
未
登
記
の
ま
ま
さ
ら

に
相
続
を
重
ね
る
と
、
権
利
関
係
が

不
明
確
と
な
り
、
手
続
き
の
複
雑
化

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

農
地
の
相
続
後
は
、
お
早
め
の
登

記
手
続
き
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

※
相
続
し
た
農
地
に
関
す
る
ご
相
談

は
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で

■
現
況
証
明
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　
農
地
地
目
を
農
地
以
外
に
変
更
し

よ
う
と
す
る
場
合
の
現
況
証
明
に
つ
い

て
は
、
原
則
と
し
て
冬
期
間（
12
月
～

３
月
）は
申
請
受
付
を
し
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
今
月
の
農
業
委
員
会
総
会（
予
定
）

・
日
時　
11
月
28
日
㈬
15
時
30
分
～

・
場
所　
役
場
３
階 

第
一
委
員
会
室

※
総
会
日
程
等
は
変
更
に
な
る
こ
と

　
が
あ
り
ま
す
。

12
月
の
総
会
に
関
す
る

�

各
種
申
請
は
12
月
10
日
ま
で

問
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
６
２
︲
９
７
３
２

　
死n-nouchi@

m
em

uro.net

芽
室
の

歴
史
探
訪

こ
の
ま
ち
大
好
き
！

※めむろ歴史探訪会の調査、研究活動に基づいて、　同会会員の皆さんが執筆しています。

　

新
嵐
山（
ヤ
ウ
シ
タ
プ
コ
プ
・

３
４
０
ｍ
）の
東
、
美
生
川
上
流
の
断

崖
の
上
に
丸
山（
ヲ
ル
ン
タ
プ
コ
プ
・

２
３
４
ｍ
）が
あ
り
、
こ
の
頂
上
付
近

に
壕
跡（
チ
ャ
シ
コ
ツ
）が
あ
る
。

　
そ
の
昔
、
美
生
川
を
上
っ
て
き
た

ア
イ
ヌ
民
族
と
丸
山
周
辺
に
暮
ら
し
て

い
た
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
民
族
が
戦
っ
た
と

い
う
伝
説
の
場
所
で
あ
る
。

　
口
碑
伝
説
を
要
約
し
て
紹
介
す
る
と

次
の
よ
う
に
な
る
。

　
『
魚
類
が
豊
富
で
、
食
糧
に
不
自
由

な
く
平
和
に
暮
ら
し
て
い
た
コ
ロ
ポ
ッ

ク
ル
民
族
の
と
こ
ろ
へ
、
あ
る
日
、
恐

ろ
し
い
情
報
が
伝
わ
っ
た
。

　
身
の
丈
が
六
尺
も
あ
り
、
眼
光
が
す

る
ど
く
、
獣
皮
を
ま
と
っ
た
異
民
族（
ア

イ
ヌ
民
族
）を
見
か
け
た
と
い
う
。

　
一
瞬
に
し
て
平
和
な
生
活
が
破
ら
れ
、

相
談
の
結
果
、
断
崖
の
上
に
壕
を
掘
り
、

ア
イ
ヌ
民
族
の
来
襲
に
備
え
た
。

　
間
も
な
く
戦
い
が
始
ま
り
、
コ
ロ
ポ
ッ

ク
ル
民
族
は
用
意
し
て
あ
っ
た
石
を
崖

の
上
か
ら
雨
あ
ら
れ
の
よ
う
に
投
げ
落

と
し
て
応
戦
。
ア
イ
ヌ
民
族
は
ブ
シ
汁

を
塗
っ
た
毒
矢
で
戦
っ
た
。

　
は
じ
め
、
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
民
族
は
有

利
だ
っ
た
。
数
年
後
、
背
後
の
平
地
か

ら
ア
イ
ヌ
民
族
に
攻
撃
さ
れ
、
コ
ロ
ポ
ッ

ク
ル
民
族
は
全
滅
の
悲
運
に
見
舞
わ
れ

て
し
ま
っ
た
』と
い
う
。

引
用
・
参
考
文
献

〇『
芽
室
町
五
十
年
史
』芽
室
町
役
場

　

昭
和
二
七
年
発
行

〇
加
藤
公
夫
編『
松
浦
武
四
郎
の
十
勝

内
陸
探
査
記
』北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー

　

平
成
三
十
年
発
行

芽
室
歴
史
探
訪
会
会
員�

加
藤 

公
夫

そ
の
41丸

山
の
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
伝
説

美生川と後方中央に見える丸山

新嵐山荘ロビーのコロポックル

お知らせ
Informationi

22すまいる
2018 . 11



畑
地
か
ん
が
い
用
水
の

水
落
し

11（
い
い
）30（
み
ら
い
）日
は

「
年
金
の
日
で
す
」!!

　
凍
結
防
止
の
た
め
冬
期
間
は
畑
地
か

ん
が
い
施
設
の
水
落
し
作
業
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
２
軒
以
上
で
分
水
栓
を
共
同
使
用
さ

れ
て
い
る
方
は
、
使
用
終
了
時
期
を
ご

相
談
の
上
、
水
落
し
作
業
を
確
実
に
行

っ
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
昨
年
度
に
設

置
し
た
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
忘
れ

ず
に
水
落
し
作
業
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
凍
結
に
よ
る
破
損
は
、
修
繕
に
係
る

費
用
を
ご
負
担
い
た
だ
く
事
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

■
農
業
用
排
水
路
に
雪
入
れ
禁
止
！

　
除
雪
の
際
、
農
業
用
排
水
路（
明
渠
）

に
除
雪
し
た
雪
を
入
れ
る
と
、
雪
が
融

け
ず
に
水
路
を
せ
き
止
め
る
原
因
と
な

り
、
家
屋
や
農
地
に
あ
ふ
れ
出
す
危
険

が
あ
り
ま
す
。

　
実
際
に
あ
ふ
れ
出
し
、
危
険
が
あ
っ

た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
農
業
用
排
水
路
に
除
雪
し
た
雪
を
入

れ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
農
林
課
土
地
改
良
係

　
☎
６
２
‐
９
７
３
５

　
厚
生
労
働
省
で
は
、「
国
民
お
一
人
お

一
人
、『
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
』等
を
活
用

し
な
が
ら
、
高
齢
期
の
生
活
設
計
に
思

い
を
巡
ら
し
て
い
た
だ
く
日
」と
し
て
、

11（
い
い
）30（
み
ら
い
）日
を「
年
金
の

日
」と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
に
、「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

や「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」で
、
ご
自
身
の

年
金
記
録
と
年
金
受
給
見
込
額
を
確
認

し
、
未
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を
ご
利
用
い
た

だ
く
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記

録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年
金

受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
年

金
記
録
を
基
に
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン

の
試
算
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」に
つ
い
て
は
、

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
い
た
だ
く
か
、
帯
広
年
金
事
務
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
帯
広
年
金
事
務
所　

　
☎
２
５
︲
８
１
１
３

　
住
民
生
活
課
住
民
係

　
☎
６
２
︲
９
７
２
３

　
平
成
30
年
５
月
７
日
に
釧
路
地
方
裁

判
所
民
事
部
か
ら
、
芽
室
町
長
あ
て
の

３
件
の
訴
状
送
付
が
あ
り
受
理
し
た
件

に
つ
い
て
、
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
ま
し

た
。

■
請
求
の
内
容

①
被
告
芽
室
町
長
に
対
し
て
、
平
成
25

年
度
北
大
成
線
整
備
・
修
繕
工
事
に

つ
い
て
、
故
意
に
怠
る
事
実
が
あ
っ

た
と
し
て
、
当
時
の
監
督
員
及
び
検

査
員
ら
に
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ

と
な
ど

②
被
告
芽
室
町
長
に
対
し
て
、
平
成
29

年
４
月
10
日
に
提
起
さ
れ
た
損
害
賠

償
請
求
訴
訟
に
係
る
訴
訟
事
務
委
託

料
の
公
金
支
出
に
つ
い
て
故
意
に
怠

る
事
実
が
あ
っ
た
と
し
て
、
芽
室
町

長
及
び
芽
室
町
監
査
委
員
に
損
害
賠

償
を
請
求
す
る
こ
と
な
ど

③
被
告
芽
室
町
長
に
対
し
て
、
平
成
23

年
度
繰
り
越
し
中
渋
山
高
台
線
災
害

復
旧
工
事
に
つ
い
て
、
故
意
に
怠
る

事
実
が
あ
っ
た
と
し
て
、
当
時
の
監

督
員
及
び
検
査
員
ら
に
損
害
賠
償
を

請
求
す
る
こ
と
な
ど

■
口
頭
弁
論

　
　
５
月
30
日（
水
）

■
判
決
日

　
　
９
月
25
日（
火
）

■
判
決
の
主
文

①
と
③
の
請
求
に
つ
い
て

　
・
本
件
訴
え
を
い
ず
れ
も
却
下
す
る

　
・
訴
訟
費
用
は
原
告
の
負
担
と
す
る

②
の
請
求
に
つ
い
て

　
・
原
告
の
被
告
に
対
す
る
札
幌
高
等

　
　
裁
判
所
平
成
29
年（
行
コ
）

　
　
第
15
，
16
号
損
害
賠
償
請
求
控
訴

　
　
事
件
の
答
弁
書
の
取
下
げ
を
求
め

　
　
る
請
求
に
係
る
訴
え
を
却
下
す
る

　
・
原
告
の
そ
の
余
の
請
求
を
棄
却
す

　
　
る

　
・
訴
訟
費
用
は
原
告
の
負
担
と
す
る

問
総
務
課
行
政
管
理
係

　
☎
６
２
︲
９
７
２
０

「
損
害
賠
償
請
求
事
件
の
判
決
」

自宅に手すりをつけたいんだ
けど…

●高齢者に関する相談は…
芽室町保健福祉センターあいあい21へ

芽室町東4条4丁目5番地
☎６２－９７２４
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問総務課総務係　☎62-9720　死 s-soumu@memuro.net

区　分 件　数（件） 金　額（円）
渉 外 費 28  294,140 
慶  祝 2  36,000 
弔  慰 86  490,000 
餞 別 -  - 
そ の 他 1  1,296 

計 117  821,436 

月　日 内　　　　　　容 項　目 金　額
４月９日 葬儀対応（６件） 弔 慰 30,000

４月13日 障がい者福祉事業所開店に際
し花代 渉外費 5,000

４月13日 芽室町退職者年金友の会総会
に際して寸志 渉外費 6,200

４月13日 平成30年度　第32回東京芽室
会定期総会及び懇親会 渉外費 7,000

４月16日 葬儀対応香典袋 その他 1,296
４月25日 葬儀対応（１件） 弔 慰 20,000
５月５日 葬儀対応（６件） 弔 慰 30,000

５月７日 平成30年度　芽室町商工会青
年部通常総会 渉外費 3,500

５月７日 障がい者福祉事業所との打ち
合わせに際して土産代 渉外費 6,480

５月７日 葬儀対応（６件） 弔 慰 30,000

５月10日 平成30年度　芽室町商工会女
性部通常総会 渉外費 3,500

５月10日 原水爆禁止国民平和大行進　
募金 渉外費 10,000

５月14日 障がい福祉事業等の連携協議（会食）渉外費 10,800
５月15日 葬儀対応（６件） 弔 慰 30,000

５月19日 芽室幼稚園開園50周年記念祝
賀会 渉外費 3,000

５月25日 芽室ふれ愛スタンプ会通常総
会に際し清酒 渉外費 3,500

５月25日 芽室町商工会通常総会に際し
て清酒 渉外費 3,500

５月25日 道外関係機関等の表敬訪問の
際の土産代 渉外費 8,620

５月25日 日本ゲートボール連合との打
合せ（会食） 渉外費 10,000

５月31日 帯広ゴルフ場法人会費 渉外費 64,800
６月１日 葬儀対応（１件） 弔 慰 20,000

６月２日 道外関係機関等の表敬訪問の
際の土産代 渉外費 5,200

６月４日 葬儀対応（６件） 弔 慰 30,000

６月５日 道外関係機関等の表敬訪問の
際の土産代 渉外費 2,600

６月８日 芝田山親方理事就任・入門40
年記念祝賀会会費 慶 祝 20,000

６月８日 農業後継者結婚祝賀会 慶 祝 16,000

６月11日 めむろみなくる商店会通常総
会に際し清酒 渉外費 3,500

６月11日 芽室商工協同組合通常総会に
際し清酒 渉外費 3,500

６月11日 道外関係機関等の表敬訪問の
際の土産代 渉外費 10,400

月　日 内　　　　　　容 項　目 金　額

６月12日 道外関係機関等の表敬訪問の
際の土産代 渉外費 7,800

６月13日 葬儀対応（６件） 弔 慰 30,000

６月19日 平成30年度芽室町親交会会費
＠7000×３人 渉外費 21,000

６月21日 トレーシー市訪問者町長主催
夕食歓迎会 渉外費 15,000

６月30日 葬儀対応（２件） 弔 慰 10,000
７月４日 葬儀対応（６件） 弔 慰 30,000
７月18日 葬儀対応（２件） 弔 慰 10,000
７月18日 葬儀対応（６件） 弔 慰 30,000
７月25日 葬儀対応（１件） 弔 慰 20,000

７月27日 原水爆禁止2018年世界大会参
加賛助金 渉外費 20,000

７月31日 葬儀対応（６件） 弔 慰 30,000
８月８日 葬儀対応香典・献花（１件） 弔 慰 20,000
８月９日 葬儀対応（６件） 弔 慰 30,000
８月20日 葬儀対応（６件） 弔 慰 30,000

８月21日 揖斐川町小学生農業体験引率
者との懇親会費 渉外費 2,000

８月23日 揖斐川町関係者との懇親会費 渉外費 3,000

８月27日 発祥の地杯全国ＧＢ大会来賓
歓迎会費 渉外費 36,000

８月29日 葬儀対応（６件） 弔 慰 30,000

８月31日 障がい福祉事業等の連携協議
に伴う会食 渉外費 15,000

９月18日 世界ゲートボール選手権大会
訪問の際の土産代 渉外費 3,240

９月18日 葬儀対応（６件） 弔 慰 30,000
上　 期　計 821,436

平成30年度上半期  町長交際費

※弔慰費は、各種行政委員を務められた方々は、それぞれの立場において、
本町行政に特にご尽力いただいたという理由で、町民の方とは異なる弔

慰額となっています。

821,436円平成30年４月～９月の支出額821,436円
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配
偶
者
控
除
及
び
配
偶
者
特

別
控
除
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
平
成
29
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
配

偶
者
控
除
及
び
配
偶
者
特
別
控
除
の
見

直
し
が
行
わ
れ
、
控
除
額
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

①
給
与
所
得
者
等
の
合
計
所
得
金
額
が

１
，
０
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合
に

は
、
配
偶
者
控
除
、
配
偶
者
特
別
控

除
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

②
配
偶
者
特
別
控
除
の
対
象
と
な
る
配

偶
者
の
合
計
所
得
金
額
が
38
万
円
超

１
２
３
万
円
以
下
と
な
り
、
控
除
額

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　
こ
の
改
正
は
、
平
成
30
年
分
の
所
得

税
、平
成
31
年
度
の
個
人
住
民
税（
町
・

道
民
税
）か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
税
務
課
町
民
税
係

　
☎
６
２
︲
９
７
２
２

配偶者控除及び配偶者特別控除の控除額
給与所得者等の合計所得金額〔給与所得だけの場
合の給与所得者の給与等の収入金額〕 【参考】配偶者の

収入が給与所得
だけの場合の配
偶者の給与等の
収入金額

900万円以下 900万円超
950万円以下

950万円超
1000万円以下

〔1,120万円以下〕 1,120万円超
1,170万円以下

1,170万円超
1,220万円以下

配
偶
者
控
除

配偶者の合計所得金額
38万円以下

38万円
（33万円）

26万円
（22万円）

13万円
（11万円）

1,030,000円以下
老人控除対象配偶者 48万円

（38万円）
32万円

（26万円）
16万円

（13万円）

配
偶
者
特
別
控
除

配偶者の合計所得金額
38万円超85万円以下

38万円
（33万円）

26万円
（22万円）

13万円
（11万円）

1,030,000円超
1,500,000円以下

85万円超90万円以下 36万円
（33万円）

24万円
（22万円）

12万円
（11万円）

1,500,000円超
1,550,000円以下

90万円超95万円以下 31万円 21万円 11万円 1,550,000円超
1,600,000円以下

95万円超100万円以下 26万円 18万円 ９万円 1,600,000円超
1,667,999円以下

100万円超105万円以下 21万円 14万円 ７万円 1,667,999円超
1,751,999円以下

105万円超110万円以下 16万円 11万円 ６万円 1,751,999円超
1,831,999円以下

110万円超115万円以下 11万円 ８万円 ４万円 1,831,999円超
1,903,999円以下

115万円超120万円以下 ６万円 ４万円 ２万円 1,903,999円超
1,971,999円以下

120万円超123万円以下 ３万円 ２万円 １万円 1,971,999円超
2,015,999円以下

123万円超 ０円 ０円 ０円 2,015,999円超

※控除額が二段書きになっているものは、上段が所得税、下段の（）が個人住民税（町・道民税）の控除額。
※控除額が二段書きになっていないものは、所得税、個人住民税（町・道民税）同額の控除額。
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生
活
・
仕
事
相
談
会

介
護
家
族
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教

室【
学
習
会
】

特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

　
生
活
に
困
っ
て
い
る
、
仕
事
が
う
ま

く
見
つ
か
ら
な
い
等
、
生
活
や
仕
事
に

関
す
る
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
秘
密

厳
守
、
事
前
予
約
制
。
相
談
料
は
無
料

で
す
。

「
生
活
・
仕
事
相
談
会
」

■
開
催
日　
11
月
29
日（
木
）　

■
時
間　

　
（
各
時
間
帯
１
人
の
み　
上
限
50
分
）

　
①
９
時
30
分
～

　
②
10
時
30
分
～

「
各
相
談
共
通
」

■
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
２
階
相
談
室

■
申
込
期
限　
開
催
日
の
前
日
ま
で

■
申
込
先　
　

　
と
か
ち
生
活
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
５
５
︲
６
６
︲
７
１
１
２

　
死anshin@

tokachi18.

　
　

 hokkaido.jp

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://tokachi18.hokkaido.jp/
■
主
催　
　

自
立
相
談
支
援
事
業
所
と
か
ち
生
活
あ

ん
し
ん
セ
ン
タ
ー

（
北
海
道
十
勝
総
合
振
興
局
委
託
事
業
）

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
☎
６
２
︲
９
７
２
４

■
日　
時　
11
月
28
日（
水
）

　
13
時
45
分
～
15
時
15
分

■
対　
象

　
①
ご
家
族
等
の
介
護
に
携
わ
っ
て
い

　
　
る
町
民
の
方

　
②
介
護
に
関
心
の
あ
る
町
民
の
方

■
会　
場　
芽
室
け
い
せ
い
苑

　
会
議
室（
東
３
条
４
丁
目
１
︲
５
）

■
内　
容　
講
話「
プ
ロ
か
ら
学
ぶ
介

　
　
　
　
　
護
と
認
知
症
」

　
　
　
　
　
施
設
見
学

■
講　
師　
芽
室
け
い
せ
い
苑
職
員

■
定　
員　
20
人（
先
着
順
）

■
参
加
費　
無
料

■
締　
切　
11
月
26
日（
月
）

問
保
健
福
祉
課
高
齢
者
相
談
係　

　
☎
６
２
︲
９
７
２
４

　
釧
路
地
方
法
務
局
帯
広
支
局
及
び
帯

広
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
特
設

人
権
相
談
所
を
開
設
し
、
人
権
擁
護
委

員
が
地
域
住
民
の
皆
様
か
ら
の
人
権
に

関
し
て
の
悩
み
ご
と（
差
別
、
い
じ
め
、

嫌
が
ら
せ
な
ど
）相
談
に
応
じ
ま
す
。

秘
密
厳
守
、
事
前
予
約
も
不
要
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
御
利
用
く
だ
さ
い
。

■
町
の
人
権
擁
護
委
員

今
野　
峯
夫
さ
ん　
野
崎
美
保
子
さ
ん

中
川
ゆ
か
り
さ
ん　
白
銀　
孝
志
さ
ん

■
特
設
人
権
相
談

・
日
時　
12
月
７
日（
金
）

　
13
時
15
分
～
15
時
30
分

・
会
場　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
電
話
で
の
相
談
も
行
い
ま
す

・
電
話
番
号　
６
２
︲
９
７
２
４

問
保
健
福
祉
課
社
会

　
福
祉
係

☎
６
２
︲
９
７
２
４

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

講
演
会

■
日
時　
12
月
８
日（
土
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所

　
芽
室
町
中
央
公
民
館
講
堂

■
テ
ー
マ

　
い
つ
ま
で
も
こ
の
町
で
暮
ら
し
た
い

　
～
一
歩
先
行
く
、
十
勝
池
田
町
の
シ

　
　
ニ
ア
の
魅
力
～

■
講
師

　
㈳
池
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

�

事
務
局
長　
佐
藤　
智
彦　
氏

　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
、
シ
ニ
ア
世
代
の
集
い
の
場
や
農
村

部
老
人
ク
ラ
ブ
で
の
乗
り
合
い
タ
ク
シ

ー
の
実
現
に
尽
力
し
た
方
で
す
。
高
齢

化
率
だ
け
で
な
く
、
住
民
の
皆
さ
ん
が

考
え
た
取
り
組
み
で
も
一
歩
先
行
く「
十

勝
池
田
町
」の
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

芽
室
町
で
活
動
し
て
い
る
団
体（
め

む
ろ
柏
ふ
ま
ね
っ
と
ク
ラ
ブ
、
趣
味
の

会
、
上
美
生
ほ
し
ぞ
ら
プ
ラ
ン
会
議
）

の
発
表
も
あ
り
ま
す
。

■
参
加
費　
無
料

■
申
込
期
限　
12
月
５
日（
水
）

■
託
児　
託
児
希
望
者
は
、
11
月
30
日

（
金
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
合
せ

　
保
健
福
祉
課
高
齢
者
相
談
係

　
☎
６
２
︲
９
７
２
４

相談無料

税務署からのお知らせ
帯広税務署は11月26日（月）から新庁
舎に移転します。
【新庁舎所在地】
　帯広市西５条南８丁目　
　帯広第２地方合同庁舎
　☎24-2161（変更はありません）
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Ride On Memuro

地域おこし協力隊
及川雅敦の

今
月
か
ら
協
力
隊
の
活
動
状
況
を

お
届
け
し
ま
す
！

「
災
害
復
旧
資
金
信
用
保
証

料
補
助
金
」に
つ
い
て

め
む
ろ
散
走
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

開
催
迫
る
！

　
平
成
三
十
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

災
害
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
中
小
企
業

等
の
早
期
復
旧
及
び
復
興
を
図
る
た
め
、

北
海
道
信
用
保
証
協
会
の
保
証
を
付
し

て
融
資
を
受
け
る
中
小
企
業
等
に
対
し
、

信
用
保
証
料
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の

で
す
。

■
対
象
融
資
制
度

　
中
小
企
業
総
合
振
興
資
金　
経
済
環

境
変
化
対
応
資
金　
経
営
環
境
変
化
対

応
貸
付（
災
害
復
旧
）

■
取
扱
期
間

　
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

■
保
証
料
に
対
す
る
道
補
助

　
補
助
率　
３
分
の
１

■
補
助
金
の
申
請

　
融
資
を
受
け
た
日
か
ら
30
日
以
内
か

つ
平
成
31
年
３
月
29
日
ま
で
。

■
問
合
せ
先

　
北
海
道
経
済
部
地
域
経
済
局
中
小
企

　
業
課
金
融
グ
ル
ー
プ

　
☎
０
１
１
︲
２
０
４
︲
５
３
４
６　

　
死Keizai.chushokigyo1@

　
　

pref.hokkaido.lg.jp
　
芽
室
町
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議

会
が
主
催
す
る「
め
む
ろ
散
走
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
２
０
１
８
」が
11
月
18
日（
日
）

に
迫
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
「
め
む
ろ
散
走
」は
、
芽
室
の
食
や
景

観
、
そ
し
て
、
地
元
の
み
な
さ
ま
と
の

交
流
や
芽
室
な
ら
で
は
の
体
験
を
楽
し

む
こ
と
を
自
転
車
を
手
段
に
楽
し
む
も

の
で
す
の
で
、
普
段
か
ら
自
転
車
に
乗

っ
て
い
る
方
も
、
そ
う
で
な
い
方
も
さ

ま
ざ
ま
な
方
が
楽
し
め
る
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
で
す
。

　
当
日
は
三
部
構
成
で
す
が
、
一
部
・

二
部
は
当
日
お
越
し
い
た
だ
い
て
も
大

丈
夫
で
す
。
ま
た
、
三
部
に
つ
い
て
は
、

先
月
号
で
締
め
切
り
を
設
定
し
て
お
り

ま
す
が
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
一
度
、

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　
な
お
、
め
む
ろ
散
走
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
す
ま
い
る

10
月
号
31
ペ
ー
ジ
や

協
議
会
の
Ｈ
Ｐ
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
ご
覧
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

問
協
議
会
事
務
局

　
（
商
工
観
光
課
観
光
物
産
係
）

　
☎
６
２
︲
９
７
３
６

　

着
任
し
て
２
か
月
。
普
段
メ
イ
ン

で
活
動
し
て
い
る
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
協
議
会
で
の
イ
ベ
ン
ト
の
準
備

や
事
務
作
業
を
こ
な
し
て
い
る
と
、

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
た
気

が
し
ま
す
。

　

三
年
前
、
初
め
て
十
勝
を
旅
し
た

と
き
、「
ど
こ
ま
で
も
広
が
る
大
平
原
」

「
食
が
美
味
し
い
」「
ザ
・
北
海
道
の

景
色
が
見
ら
れ
る
」と
い
っ
た
理
由

で
一
目
惚
れ
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
実
際
に
住
ん
で
町
民
の
方
々

と
接
し
て
み
る
と
、
そ
の
温
か
さ
が

自
分
自
身
の
居
心
地
の
良
さ
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
芽
室
町
と

十
勝
一
帯
に
つ
い
て
勉
強
し
、
サ
イ

ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
で
取
り
組

ん
で
い
る「
め
む
ろ
散
走(

さ
ん
そ

う)

」に
も
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

９
月
と
10
月
、
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
協
議
会
で
は
、
二
回
の
モ
ニ
タ

ー
イ
ベ
ン
ト「
め
む
ろ
の
農
を
感
じ

る
散
走
」を
開
催
し
ま
し
た
。
お
か

げ
さ
ま
で
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、

お
お
む
ね
好
評
な
感
想
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
以
降
、

さ
ら
に
良
い
体
験
を
提
供
し
て
い
け

る
よ
う
、
協
議
会
メ
ン
バ
ー
を
中
心

に
、
よ
り
良
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を
考
え

て
い
く
予
定
で
す
。

　

11
月
18
日
に
は
、「
め
む
ろ
散
走
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
２
０
１
８
」が
開
催
さ

れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
、「
散
走
」の
コ

ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て
学
び
、「
め
む
ろ

散
走
で
ぜ
ひ
走
っ
て
み
た
い
」と
い

う
コ
ー
ス
を
一
緒
に
考
え
ま
す
の
で
、

普
段
自
転
車
に
乗
ら
な
い
方
や
、
女

性
の
方
の
ご
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

　

季
節
の
変
わ
り
目
で
す
が
、
健
康

第
一
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

☆
タ
イ
ト
ル
の「R

ide on M
em
uro

」は
、

「
芽
室
で
自
転
車
に
乗
る
」と
い
う
意
味

と
、「
芽
室
に
馴
染
ん
で
い
く
」と
い
う

二
つ
の
意
味
を
込
め
て
名
付
け
ま
し
た
。

問
商
工
観
光
課
観
光
物
産
係

　
☎
６
２
︲
９
７
３
６

協議会ホームページ
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「
障
害
者
週
間
」は
、
国
民
の
間
に
広

く
障
が
い
者
の
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心

と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
障
が
い

者
自
身
が
社
会
・
経
済
・
文
化
そ
の
他

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極
的
に
参

加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
誰
も
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
め
む
ろ
を

目
指
し
て
、
年
齢
や
性
別
、
障
が
い
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
お
互
い
を

認
め
合
い
な
が
ら
個
性
を
生
か
し
て
活

躍
で
き
る「
共
生
社
会
」を
つ
く
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

■
身
体
障
害
者
相
談
員
・
知
的
障
害
者

　
相
談
員
に
つ
い
て

　
障
が
い
者
の
身
近
な
相
談
役
と
し
て
、

芽
室
町
長
が
委
嘱
し
て
い
ま
す
。
身
体

に
障
が
い
の
あ
る
方
や
知
的
障
が
い
の

あ
る
方
、
ま
た
そ
の
ご
家
族
が
困
っ
た

と
き
な
ど
に
、
日
常
生
活
の
上
で
の
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
・
指
導
・
助
言
な
ど
を

行
い
ま
す
。

◆
身
体
障
害
者
相
談
員

　
新
宅　
光
雄

　
☎
６
２
‐
６
１
４
１

◆
知
的
障
害
者
相
談
員

　
小
林　
　
覺

　
☎
６
２
‐
３
３
５
８

■
芽
室
町
障
害
者
差
別
解
消
支
援
地
域

協
議
会
に
つ
い
て

　
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
を
解
消

す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
効
果
的
に
行

う
た
め
、
関
係
機
関
に
よ
る
障
害
者
差

別
解
消
支
援
地
域
協
議
会
を
設
置
し
ま

し
た
。
協
議
会
で
は
、
差
別
事
案
の
情

報
共
有
や
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
の

協
議
等
を
行
い
ま
す
。

関
係
機
関
・
団
体
等

芽室町社会福祉協議会　事務局長
社会福祉法人　柏の里めむろ「オークル」施設長
芽室町商工会　事務局長
十勝障がい者総合相談支援センター職員
十勝障がい者就業・生活支援センター「だいち」
センター長
芽室町手をつなぐ育成会「どんぐり会」副会長

事
務
局

保健福祉課、子育て支援課、商工観光課、学校
教育課、総務課

■
出
前
講
座
い
た
し
ま
す

　
誰
も
が
お
互
い
を
認
め
合
い
な
が
ら

共
に
生
き
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
、
平

成
28
年
４
月
に
障
害
者
差
別
解
消
法
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、「
そ
も
そ
も
ど
ん

な
法
律
な
の
か
？
」「
合
理
的
配
慮
っ
て

具
体
的
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？
」な

ど
疑
問
を
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も

多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
や
事
業
所
の
方
々
に

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
障
害

者
差
別
解
消
法
の
内
容
や
、
障
が
い
に

つ
い
て
説
明
す
る
出
前
講
座
を
実
施
し

ま
す
。
内
容
や
時
間
に
つ
い
て
は
、
ご

希
望
に
応
じ
て
調
整
し
ま
す
の
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
保
健
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
☎
６
２
‐
９
７
２
４

　
思
６
２
‐
０
１
２
１

　
死h-fukushi@

m
em

uro.net

　
十
勝
障
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
だ
い
ち
で
は
、
地
域
に
い
て
も

相
談
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
、
就
労
支
援
に
関
す
る
巡
回
相
談

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
仕
事
を
探
し
た

い
け
ど
、
何
が
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
」

「
仕
事
を
す
る
前
に
自
信
を
つ
け
た
い
」

「
仕
事
を
し
て
い
る
け
れ
ど
、
悩
ん
で

い
る
こ
と
が
あ
る
」な
ど
の
相
談
に
、

専
任
ス
タ
ッ
フ
が
丁
寧
に
応
じ
ま
す
。「
今

ま
で
ど
こ
に
も
相
談
し
た
こ
と
が
な
い
」

と
い
う
場
合
で
も
、
安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い（
役
場
担
当
者
と
共
同
で
の

相
談
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

■
日
時　

　
12
月
17
日（
月
）①
11
時
～
12
時

　
　
　
　
　
　
　
②
13
時
～
14
時

■
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
時
間
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
日
程
、

場
所
も
ご
相
談
者
の
方
に
合
わ
せ
て

変
更
可
能
で
す
。

■
対
象
者

　
障
が
い
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族
、
企

　
業
等

■
申
込
方
法

12
月
10
日（
月
）ま
で
に
、
セ
ン
タ
ー

に
直
接
申
し
込
む
か
、
役
場
を
通
し

て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
申
込
み　

問
十
勝
障
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

　
ン
タ
ー
だ
い
ち

　
☎
２
４
‐
８
９
８
９

　
思
２
０
‐
７
３
６
７

問
保
健
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
☎
６
２
‐
９
７
２
４

　
思
６
２
‐
０
１
２
１

12
月
３
日
～
12
月
９
日
ま
で
は「
障
害
者
週
間
」で
す

障
が
い
者
就
労
支
援
に
関
す

る
巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ

障害者差別解消支援地域協議会　構成員一覧

お知らせ
Informationi
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十
勝
歯
科
医
師
会
主
催
の『
高
齢
者

の
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
』に
て
、
石
田
政

幸
さ
ん（
81
歳
）が
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　
石
田
さ
ん
は
現
在
32
本
自
分
の
歯
が

あ
り
、
虫
歯
は
ゼ
ロ
で
す
。
今
ま
で
歯

肉
の
腫
れ
や
出
血
な
ど
の
、
歯
ぐ
き
の

ト
ラ
ブ
ル
も
な
い
そ
う
で
す
。

　
高
齢
者
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
壮
年
期

か
ら
の
疾
病
予
防
や
高
齢
者
の
健
康
の

保
持
・
増
進
、
80
歳
で
20
本
以
上
自
分

の
歯
を
保
つ
こ
と
を
目
標
と
し
た
８
０

２
０
運
動
の
普
及
の
た
め
、
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
石
田
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、

歯
の
健
康
を
守
る
秘
訣
を
伺
い
ま
し
た
。

■
歯
磨
き
の
習
慣
が
大
切

　
幼
少
の
頃
か
ら
、
母
親
に
歯
磨
き
の

大
切
さ
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
は

歯
磨
き
粉
が
手
に
入
ら
な
い
よ
う
な
時

代
で
し
た
が
、
毎
食
後
塩
で
歯
を
磨
き

な
さ
い
と
言
わ
れ
て
育
ち
ま
し
た
。

　
今
も
こ
だ
わ
り
の
歯
ブ
ラ
シ
で
、
毎

食
後
欠
か
さ
ず
歯
磨
き
を
行
っ
て
い
ま

す
。
歯
石
取
り
用
の
器
具
を
細
工
し
て
、

歯
磨
き
前
に
歯
間
の
ケ
ア
も
行
っ
て
い

ま
す
。

■
日
頃
か
ら
食
事
や
運
動
に
気
を
付
け
、

禁
煙
に
も
成
功
!!

　
生
ま
れ
が
酪
農
家
で
、
牛
乳
を
飲
ん

で
育
ち
ま
し
た
。
今
も
毎
日
欠
か
さ
ず

飲
ん
で
い
ま
す
。

　
甘
い
物
は
好
き
で
も
極
力
控
え
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
晩
酌
も
１
杯
と
決

め
、
つ
ま
み
は
堅
い
身
欠
き
に
し
ん
で

す
。

　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
や
庭
の
手
入
れ
な
ど
、

体
を
動
か
す
こ
と
も
意
識
し
て
い
ま
す
。

現
役
時
代
は
か
な
り
の
ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー

カ
ー
で
し
た
が
、
仕
事
で
喘
息
を
持
つ

方
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
禁
煙
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

■
こ
れ
か
ら
の
目
標

　
歯
の
土
台
と
な
る
歯
ぐ
き
を
丈
夫
に

保
ち
、
歯
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
で

す
。
今
後
も
85
歳
、
90
歳
の
節
目
の
年

齢
で
、
あ
と
２
回
は
コ
ン
ク
ー
ル
に
挑

戦
し
た
い
で
す
。

　
最
後
に
、
石
田
さ
ん
は
、
丈
夫
な
歯

に
生
ん
で
く
れ
て
、
ま
た
、
歯
磨
き
を

す
る
よ
う
に
教
育
し
て
く
れ
た
母
親
へ

の
感
謝
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、「
小

さ
な
頃
か
ら
歯
ぐ
き
を
丈
夫
に
し
て
い

く
た
め
に
も
、
し
っ
か
り
歯
磨
き
を
す

る
習
慣
を
！
」と
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
80
歳
で
20
本
以
上
自
分
の
歯
を
持
つ

こ
と
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
口
腔
ケ
ア
は
、
検
診
や

定
期
通
院
も
と
て
も
大
切
で
す
。
口
腔

ケ
ア
と
共
に
生
活
を
振
り
返
り
、
健
康

の
保
持
・
増
進
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■
歯
科
検
診
の
ご
案
内

　
芽
室
町
は
歯
周
疾
患
の
予
防
・
早
期

発
見
の
た
め
に
、
成
人
歯
科
集
団
検
診

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
、

検
診
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
申
込
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
い
つ
で
も
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

検
診
は
15
分
程
度
で
す
。

　
最
近
歯
医
者
に
行
っ
て
な
い
、
検
診

の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
し
た
、
と
い
う
方

に
お
す
す
め
で
す
。

問
保
健
福
祉
課
保
健
推
進
係

　
☎
６
２
‐
９
７
２
４

81
歳　
32
本
虫
歯
ゼ
ロ
！

～
第
29
回
高
齢
者
の
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル　
優
秀
賞
～

日付
平成31年１月27日（日）
８時45分～11時
※パパママ教室同日開催

対象 20歳以上の町民
費用 700円

内容

歯科検診・歯周組織検査
ブラッシング指導
※舌機能、嚥下機能検査
（後期高齢の方）

※妊婦歯科個別検診も実施しています。

石田　政幸さん（81歳）

健 康
HealthH
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め
む
ろ
☆
健
康
ポ
イ
ン
ト

　
各
種
健（
検
）診
や
健
康
づ
く
り
の
活

動
や
教
室
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
健
康

ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
り
ま
す
。

　
貯
ま
っ
た
健
康
ポ
イ
ン
ト
は
５
ポ
イ

ン
ト
か
ら
５
０
０
円
の
芽
室
町
商
工
会

の
商
品
券
に
交
換
で
き
ま
す
。
20
ポ
イ

ン
ト
貯
ま
る
と
総
合
体
育
館
利
用
券（
回

数
券
）に
交
換
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
が
手
元
に
な
い
方

は
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
は
２
年
間
で
、

平
成
31
年
度
も
引
き
続
き
貯
め
ら
れ
ま

す
。

　
平
成
30
年
度
の
交
換
日
は
次
の
と
お

り
で
す
。

11
月
12
日（
月
）・
26
日（
月
）

12
月
10
日（
月
）・
25
日（
火
）

１
月
10
日（
木
）・
25
日（
金
）

２
月
12
日（
火
）・
25
日（
月
）

３
月
11
日（
月
）・
25
日（
月
）

※
必
ず
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

■
時
間　
９
時
30
分
～
16
時
30
分
ま
で

■
交
換
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ

い
あ
い
21

問
保
健
福
祉
課
保
健
推
進
係 　

　
☎
６
２
︲
９
７
２
４

　
　
　
認
知
症
カ
フ
ェ

�『
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
』の
お
知
ら
せ

　
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、
認
知
症
の
ご

本
人
や
ご
家
族
、
地
域
住
民
、
専
門
職

な
ど
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
で
き

る
集
い
の
場
で
す
。
認
知
症
に
関
す
る

相
談
も
可
能
で
す
。
是
非
お
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
毎
月
第
４
月
曜
日

10
時
～
12
時
30
分（
11
月
26
日
・
12

月
24
日
・
１
月
28
日
）

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

直
接
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

■
場　
所　
め
む
ろ
ー
ど
内
１
階　

　
め
む
ろ
ま
ち
の
駅（
本
屋
さ
ん
の
隣
）

　
※
認
知
症
カ
フ
ェ
は
、
芽
室
け
い
せ

　
　
い
苑
で
も
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

■
日　
時　
毎
月
第
３
日
曜
日

　

10
時
～
12
時

　
（
12
月
16
日
・
１
月
20
日
）

問
保
健
福
祉
課
高
齢
者
相
談
係　

　
☎
６
２
︲
９
７
２
４

参
加
料

１
０
０
円

～『
て
つ
な
ん
保
育
所
・
か
し

わ
保
育
園
の
給
食
』～

　
所
長
、
園
長
は
じ
め
、
食
育

に
理
解
あ
る
上
司
に
恵
ま
れ
我

が
園
で
は
手
作
り
給
食
、
離
乳

食（
初
期
食
・
中
期
食
・
後
期
食
）

ア
レ
ル
ギ
ー
食（
１
０
０
％
対

応
）特
別
食
と
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　
行
事
食
は
見
た
目
で
も
楽
し

く
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
園
児

に
対
し
て
も
、
見
た
目
で
差
が

出
な
い
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
を
考

え
対
応
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
の『
お
い
し
か
っ
た
よ
』の

言
葉
を
励
み
に
調
理
員
一
同
、

心
を
込
め
て
給
食
を
作
っ
て
い

ま
す
。

　
天
然
だ
し
や
、
甜
菜
糖
を
使

用
し
た
り
、
調
味
料
に
も
こ
だ

わ
っ
て
い
ま
す
。
年
齢
に
見
合

う
カ
ロ
リ
ー
計
算
を
し
、
手
作

り
給
食
、
手
作
り
お
や
つ
の
提

供
を
今
後
も
続
け
て
い
け
る
よ

う
に
努
力
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

て
つ
な
ん
保
育
所

か
し
わ
保
育
園

�

栄
養
士　
磯い

そ

部べ　
祐ゆ

う

子こ

食

は

の

な

し

健 康
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社
会
に
広
げ
よ
う
被
害
者
支
援
の
輪

 

犯
罪
被
害
者
へ
の
支
援
活
動
や
犯
罪
被
害
給

付
金
制
度
を
広
く
周
知
し
、
犯
罪
の
被
害
に
遭

っ
た
人
を
社
会
全
体
で
支
援
す
る
た
め
に
は
、

よ
り
多
く
の
理
解
を
得
て
、
支
援
さ
れ
る
人
、

支
援
す
る
人
が
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

★
犯
罪
被
害
者
支
援
週
間

　
11
月
25
日
～
12
月
１
日
ま
で

★
北
海
道
犯
罪
被
害
を
考
え
る
日

　
11
月
25
日

★
冬
の
交
通
安
全
運
動

11
月
11
日
～
11
月
20
日

　
秋
か
ら
冬
へ
移
り
変
わ
る
季
節
の
変
化
に

よ
り
。
道
路
状
況
も
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

★
タ
イ
ヤ
交
換
は
早
め
に
！

　
雪
が
降
っ
て
か
ら
慌
て
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
、
早
め
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
対
策
の
推
進

■
ス
ト
ー
カ
ー
・
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
は
犯
罪

で
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

■
北
海
道
女
性
相
談
援
助
セ
ン
タ
ー
や
民
間
シ

ェ
ル
タ
ー
な
ど
、
相
談
に
お
け
る
協
力
や
避

難
も
可
能
で
す
。

児
童
虐
待
・
児
童
ポ
ル
ノ
根
絶

～
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
推
進
～

▲
児
童
虐
待
は
依
然
と
し
て
増
加
傾
向
に
あ
り
、

子
ど
も
の
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
の
重
大
事
案

困ったことがあれば交番まで
■事件・事故など緊急の場合は、すぐ110番へおかけください。近くを
パトロール中の警察官やパトカーが急いで駆けつけます。

■携帯電話からかける場合は、110番または、帯広警察署（☎25-0110）
へおかけください。

帯広警察署ホームページ　http://www.obihiro-syo.police.pref.hokkaido.jp/
発行責任者：芽室交番 ☎62-2151

帯広警察署☎25-0110

交 番 だ よ り

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

▲
児
童
ポ
ル
ノ
は
子
ど
も
に
対
す
る
重
大
な
人

権
侵
害
！
児
童
虐
待
の
手
段
と
し
て
用
い
ら

れ
る
こ
と
も
多
く
、
解
決
に
は
社
会
全
体
で

解
決
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▲
子
ど
も
に
対
し
て
正
し
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

使
用
の
知
識
を
与
え
、
事
件
な
ど
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う（
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
を
活
用
）

事
件
事
故
発
生
状
況

車
上
ね
ら
い	

２
件

万
引
き	

４
件

作
業
事
故	

２
件

暴
行	

１
件

�

（
９
月
１
日
～
10
月
１
日
）

ピ
ン
と
き
た
ら
１
１
０
番

　
犯
罪
の
発
生
件
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
殺
人
、
強
盗
、
放
火
な
ど
の
凶
悪
犯
や
特

殊
詐
欺
な
ど
の
悪
質
な
犯
罪
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。

　
操
作
に
対
す
る
皆
さ
ま
の
ご
協
力
や
情
報
提

供
が
犯
人
の
逮
捕
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

強
い
意
志
と
勇
気
で
暴
力
追
放

　
近
年
、
暴
力
団
が
民
間
人
に
な
り
す
ま
し
て

地
域
に
溶
け
込
み
、
資
金
獲
得
を
活
性
化
さ
せ

て
い
ま
す
。

　
暴
力
団
犯
罪
の
根
絶
と
排
除
に
向
け
て
、
官

民
一
体
と
な
っ
た
活
動
が
必
要
で
す
。

すまいる担当者が撮影した写真な
どを掲載します

❶

❶民生児童委員声かけ
　運動
❷嵐山の紅葉
❸芽子連・動物園探検
❹防火キャンペーン

❸

❷

❹

31 各種団体
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未入稿

10月20日、芽室町地域子ども会育成連絡協議
会の「おびひろ動物園裏側探検」が行われ、40
人の小学生が参加しました。

すごろくゲーム
自由に作れる無地と

芽室歴史の２種類から選べます。
� 12月1・2・22・23日

クリスマスの壁掛け
クリスマスの飾りを

つけた壁掛け作りです。土台はベ
ル・ツリー・リース型の中から選
べます。11月24・25日

行き

体験メニュー・無料送迎バスともに事前申込不要です。

帰り

無料送迎バスを運行します!!

体験メニュー（すべて無料）

日時：12月９日日10時～13時
場所：ふるさと歴史館「ねんりん」
　　　（美生２線38番地）

12月

11月ねんりんインフォメー
ション

　　　　「ねんりん」 ☎61-5454
芽室町美生２線38番地（集団研修施設かっこう隣）
■開館時間 ９時～17時� ■休館日 火曜日・年末年始 

ふるさと歴史館   

工作教室のお知らせ
　ふるさと歴史館「ねんりん」では、毎月第２、第４土曜、日
曜日に身近な材料を使った工作教室を実施しています。
※12月はねんりんフェスティバル開催のため、第１、第４土曜、
日曜日に実施します。

No. バス停 1便 2便
１ 東めむろ２条北１丁目 9:30 10:20
２ 中央公民館 9:35 10:25
３ 西地区コミュニティセンター 9:40 10:30
４ 健康プラザ前 9:45 10:35
５ ねんりん 9:55 10:45

No. バス停 ４便 ５便
１ ねんりん 11:15 13:00
２ 健康プラザ前 11:25 13:10
３ 西地区コミュニティセンター 11:30 13:15
４ 中央公民館 11:35 13:20
５ 東めむろ２条北１丁目 11:40 13:25

第28回
ねんりんフェスティバル

10:00～11:30
●クイズラリー　●せんべい作り
●ダーツゲーム　●豆うつしゲーム 
●昔道具つりゲーム

10:00～12:00
●工作コーナー「ミニブック」作り
●ダンボールで遊ぼう♪（常設）

11:15～11:30 
上士幌町の小学生けん玉ユニット
『T-DAMA』による
けん玉ショー！＆交流

12:00～13:00
餅つき大会

めむろの
教育情報
だいちくんでは、まちの教育情報をお伝えして
います。編集は教育委員会が担当しています。
芽室町教育ガイド
http://www.memuro.net/school_board/index.html

だいちく
ん

〒 082-0013 芽室町東３条３丁目１番地
（学校教育課）☎ 0155-62-9729（社会教育課）☎ 0155-62-9730

32だいちくん
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落語　桂かい枝

浪曲　澤勇人

（曲師　沢村美舟）

曲独楽　三増紋之助

落語　桂三段

文
　
化

■
日
時　
平
成
31
年
１
月
６
日
㈰

　
　
　
　
10
時
30
分
～
12
時

　
　
　
　
（
受
付
開
始
10
時
）　

■
場
所　
中
央
公
民
館
２
階
講
堂

■
対
象　
町
内
在
住
の
小
学
生
・
中
学
生

　
　
　
　
高
校
生
・
一
般

■
参
加
料　
３
０
０
円（
当
日
受
付
で
納
入
）

■
申
込
方
法

　
小
・
中
学
生
は
各
学
校
へ
、
高
校
生
・

一
般
は
社
会
教
育
係
に
12
月
20
日
㈭
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
作
品
課
題
は
12
月
の
広
報
で
お
知
ら
せ

　
し
ま
す
。

■
主
催　
芽
室
町
文
化
協
会

問
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　
☎
６
２
︲
９
７
３
０

　
書
初
め
用
の
太
筆
、
細
筆
、
硯
、
文
鎮
、

下
敷
な
ど
、「
お
家
で
眠
っ
て
い
る
」「
捨
て

る
に
は
も
っ
た
い
な
い
」道
具
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
芽
室
町
文
化
協
会
ま
で
お
譲
り

く
だ
さ
い
。
お
譲
り
い
た
だ
い
た
道
具
は

書
き
初
め
大
会
で
貸
出
用
と
し
て
使
用
し

ま
す
。

問
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　
☎
６
２
︲
９
７
３
０

■日時　平成31年１月14日（月/成人の日）
　　　　14時～（開場13時30分）
■会場　芽室町中央公民館大ホール
■入場料　大人1,500円
　　　　　中学生以下1,000円
　　　　　（全席自由）
　　　　　※当日券はそれぞれ500円増し。
　　　　　※未就学児の入場はお断りい
　　　　　　たします。
■チケット販売
　町民の方は11月21日（水）から、
　町外の方は11月28日（水）から
　販売開始。
　≪販売窓口≫芽室町中央公民館受付
　　　　　　　（開館時間　９時～22時）
　
■託児　未就学児を対象とした無料の託
児を行います（町民限定）。利用をご希
望の方はチケット購入時にお申込みく
ださい。（１月７日㈪まで）
　【要事前申込】

平
成
31
年
第
49
回

芽
室
町
書
き
初
め
大
会

�

参
加
者
募
集

書
き
初
め
道
具

お
譲
り
く
だ
さ
い

芽室町出身者も出演！今年度の芸術鑑賞会は落語と浪曲。
　落語や浪曲の楽しみ方の解説もありますので、初めての方でも大いに楽しんでいた
だける内容です。年のはじめに大笑いして、明るく元気な１年にしましょう！
　浪曲は、芽室町開拓秘話「瘧師農場大火」も披露してくださいます。

平成30年度文化芸術鑑賞会

芽室高校
卒業

芽室町
出身
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大
学
等（
短
大
、
専
門
学
校
を
含
む
）に

通
う
生
徒
を
対
象
に
、
奨
学
金
の
貸
付
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

貸
付
金
額
は
、
入
学
年
度
は
最
大
80

万
円
、
そ
れ
以
外
の
年
度
は
最
大
50
万
円

で
す
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
、
通
年
で
申
請
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
31
年
度

の
入
学
が
決
定
し
た
方
へ
の
年
度
前
貸
付

も
受
付
中
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　
☎
６
２
︲
９
７
２
９

■
日
時　
11
月
26
日
㈪
15
時
30
分
～

■
場
所　
中
央
公
民
館
２
階
図
書
資
料
室

※
日
程
が
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
議
件
に
よ
っ
て
は
非
公
開

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

問
学
校
教
育
課
総
務
係

　
☎
６
２
︲
９
７
２
９

　
町
で
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
給
食

費
や
学
用
品
費
の
支
払
い
が
困
難
と
認
め

ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
就

学
費
の
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
認
定
は
、
申
請
月
の
翌
月
か
ら
と
な
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
認
定
は
平
成
29
年
中

の
収
入
合
計
額
を
も
と
に
家
族
構
成
な
ど

を
考
慮
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
芽
室
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　
☎
６
２
︲
９
７
２
９

　
町
内
の
児
童
生
徒
が
授
業
で
作
成
し
た

作
品
を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
12
月
７
日
㈮
～
12
日
㈬

　
　
　
　
９
時
～
20
時
ま
で

　
　
　
　
（
最
終
日
は
15
時
ま
で
）　

■
場
所　
中
央
公
民
館

　
　
　
　
１
階
展
示
ホ
ー
ル

■
入
場
料　
無
料

■
主
催
・
問
合
先

　
芽
室
町
学
校
教
育
振
興
会
文
化
部

　
芽
室
西
小
学
校　
大
村

　
☎
６
２
‐
１
４
４
４

教
　
育

今
月
の
教
育
委
員
会
会
議

平
成
30
年
度
就
学
援
助

大
学
等
奨
学
金
随
時
申
請
受
付
中

芽
室
町
内
児
童
・
生
徒
作
品

展
示
会

ス
マ
ホ
・
ケ
ー
タ
イ
・
ネ
ッ
ト
の

使
用
に
つ
い
て
親
子
で
ル
ー
ル
を

作
り
ま
し
ょ
う

　

近
年
、
ス
マ
ホ
・
ケ
ー
タ
イ
・
携
帯
型

ゲ
ー
ム
機
の
急
激
な
普
及
に
よ
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
よ
り
身
近
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
伴
い『
ネ
ッ
ト
い
じ
め
』『
個
人
情

報
の
流
失
』『
高
額
請
求（
課
金
ト
ラ
ブ
ル
）』

『
生
活
習
慣
の
乱
れ
や
ネ
ッ
ト
依
存
』な
ど

ト
ラ
ブ
ル
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

大
人
が
子
ど
も
た
ち
に
手
本
を
示
し
、

ス
マ
ホ
・
ケ
ー
タ
イ
・
ネ
ッ
ト
の
健
全
な
使

用
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
ネ
ッ
ト
社
会
の

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

親
子
で
共
通
の
ル
ー
ル
を
決
め
て
大
人
も

率
先
し
て
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
そ
こ
で
芽
室
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、
芽
室

町
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
、
芽
室
町

教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
を
ネ
ッ

ト
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
守
り
、
健
や
か
な
成
長

を
願
い
、「
芽
室
町
ス
マ
ホ
・
ケ
ー
タ
イ
・
ネ

ッ
ト
親
子
の
ル
ー
ル
宣
言
」を
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
に
ス
マ
ホ
・
ケ
ー
タ
イ
な
ど
を

も
た
せ
る
と
き
に（
持
っ
て
い
て
も
改
め
て
）

必
要
性
を
十
分
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

芽
室
町
の
地
域
・
学
校
・
家
庭
が
連
携

し「
芽
室
町
の
子
ど
も
た
ち
は
、
芽
室
町

民
が
守
る
」を
合
言
葉
に
、
下
記
の
宣
言

を
参
考
に
各
家
庭
に
お
い
て
十
分
に
話
し

合
い
ル
ー
ル
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

芽
室
町

ス
マ
ホ・ケ
ー
タ
イ・ネ
ッ
ト

�

親
子
の
ル
ー
ル
宣
言

　
私
た
ち
は
、
ス
マ
ホ
・
ケ
ー
タ
イ
・

ネ
ッ
ト
の
利
用
に
あ
た
り
、
被
害
者
や

加
害
者
と
な
ら
な
い
よ
う
、
以
下
の
ル

ー
ル
を
順
守
す
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。

１
．
一
日
の
ト
ー
タ
ル
使
用
時
間
は
１

時
間
以
内
と
し
、
家
族
と
の
時
間
を

大
切
に
す
る
。

２
．
夜
９
時
以
降
は
使
用
し
な
い
。
深

夜
に
自
室
な
ど
で
使
用
し
な
い
。

３
．
食
事
中
は
使
用
し
な
い
。
食
卓
の

上
に
も
出
さ
な
い
。（
外
食
時
も
同
じ
）

４
．
写
真
・
動
画
・
氏
名
・
住
所
・
電

話
番
号
な
ど
個
人
情
報
は
ネ
ッ
ト
上

に
公
開
し
な
い
。

５
．
他
人
を
傷
つ
け
る
行
為
は
絶
対
に

し
な
い
。
悪
口
や
自
分
が
言
わ
れ
て

嫌
な
こ
と
は
書
き
込
ま
な
い
。

６
．
安
全
利
用
の
た
め
に
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
を
設
定
す
る
。
有
料
ア
プ
リ
や

課
金
ア
イ
テ
ム
等
の
購
入
の
際
に
は
、

事
前
に
必
ず
保
護
者
の
承
諾
を
得
る
。

７
．
ト
ラ
ブ
ル
や
不
安
は
す
ぐ
に
家
族
・

友
人
・
学
校
に
相
談
す
る
。
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図
書
館

情
　
報

■
日
曜
お
は
な
し
会

　
毎
週
日
曜
日　
11
時
～
11
時
30
分

　
幼
児
コ
ー
ナ
ー

■
除
籍
済
み
資
料
配
布

　
12
月
２
日
㈰

　
10
時
30
分
～
11
時
30
分　
視
聴
覚
室

■
赤
ち
ゃ
ん
向
け
お
は
な
し
会

　
は
じ
め
の
い
っ
ぽ

　
12
月
12
日
㈬　
11
時
～
11
時
30
分

　
幼
児
コ
ー
ナ
ー

■
お
や
こ
っ
こ
お
は
な
し
会

　
12
月
15
日
㈯　

　
14
時
～
15
時　
視
聴
覚
室

■「
芽
室
の
馬
写
真
展
」

　
～
11
月
29
日
㈭
ま
で

林は
や
し　
ゆ
め
さ
ん　
　
千ち

尋ひ
ろ

さ
ん

阪さ
か

本も
と　

桃も
も

香か

さ
ん

阪
本
桃
香
さ
ん
の
お
す
す
め
本

み
ー
ん
な
パ
ン
ダ�

い
し
い　
き
よ
た
か

　

パ
ン
ダ
が
大

す
き
な
、
う
さ

ぎ
や
き
つ
ね
が

お
友
だ
ち
の
パ

ン
ダ
に
く
っ
つ

い
て
い
る
シ
ー
ン
が
と
て
も
か
わ
い
い
お

話
で
す
。
パ
ン
ダ
の
ま
ほ
う
で
み
ー
ん
な

パ
ン
ダ
に
な
っ
ち
ゃ
い
ま
す
。

誰
も
知
ら
な
い
世
界
の
こ
と
わ
ざ

�　
エ
ラ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
・
サ
ン
ダ
ー
ス
著

　
前
田
ま
ゆ
み　
訳　

「
あ
る
日
は
ハ
チ

ミ
ツ
、
あ
る
日
は
タ

マ
ネ
ギ
」と
い
う
言

葉
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
？
ア
ラ

ビ
ア
語
で
、
上
手
く

イ
ベ
ン
ト
・
講
座
の
お
申
込
み
は

芽
室
町
図
書
館
へ

☎
６
２-

１
１
６
６

※
先
着
順
の
イ
ベ
ン
ト
・
行
事
に
つ
い
て
は

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

催
事
案
内

■「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室『
藍
』キ
ル
ト
展
」

　
12
月
３
日
㈪
～
26
日
㈬

　
※
最
終
日
は
15
時
ま
で

　
色
と
り
ど
り
で
、
見
ご
た
え
の
あ
る
パ

ッ
チ
ワ
ー
ク
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

11
月
23
日（
金
・
勤
労
感
謝
の
日
）

「
君
が
僕
の
息
子
に
つ
い
て
教
え
て

く
れ
た
こ
と
」

�

（
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
・
59
分
）

　
13
時
30
分
～　
視
聴
覚
室

　
＊
入
場
無
料
・
申
し
込
み
不
要

鈴す
ず

木き　
希の

の

佳か

さ
ん　
栗く

り

森も
り　
真ま

音お
ん

さ
ん

栗く
り

森も
り　
莉り

帆ほ

さ
ん　
東ひ

が
し

島じ
ま　
侑ゆ

愛あ

さ
ん

東ひ
が
し

島じ
ま　

颯そ
う

志し

さ
ん　
小お

野の

寺で
ら　

和わ

奏か
な

さ
ん

い
く
時
も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
時
も
あ

る
と
い
う
意
味
の
こ
と
わ
ざ
で
す
。
日
本

語
に
も「
人
生
山
あ
り
、
谷
あ
り
」と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
ア
ラ
ビ
ア
語
だ
と

随
分
美
味
し
そ
う
な
言
葉
に
な
り
ま
す
。

　

他
に
も「
あ
な
た
は
、
私
の
オ
レ
ン
ジ

の
片
割
れ
」や「
彼
の
鼻
は
、
雲
を
つ
き
や

ぶ
っ
て
い
る
」な
ど
世
界
中
の
こ
と
わ
ざ

を
楽
し
い
イ
ラ
ス
ト
と
共
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。�

（
西
田　
優
花
）

オ
オ
カ
ミ
が
キ
ケ
ン
っ
て
ほ
ん
と
う

で
す
か
？

　

�

せ
き
ゆ
う
こ　
作

　
町ま

ち

に
は「
オ

オ
カ
ミ 

キ

ケ
ン
！
」の

張は

り
紙が

み

。
ひ

つ
じ
は「
う

わ
さ
を
し
ん

じ
て
は
い
け
な
い
」と
い
う
お
母か

あ

さ
ん
の

言こ
と

葉ば

通ど
お

り
本ほ

ん

当と
う

に
キ
ケ
ン
か
調し

ら

べ
る
こ
と

に
し
ま
す
。
し
か
し
誰だ

れ

に
聞き

い
て
も
わ
か

る
の
は
、
オ
オ
カ
ミ
が
と
に
か
く
嫌き

ら

わ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
。
そ
の
こ
と
を
お
母か

あ

さ
ん
に
伝つ

た

え
よ
う
と
家い

え

に
帰か

え

る
と
…
。
絵え

本ほ
ん

と
は
思お

も

え
な
い
ほ
ど
の
ど
ん
で
ん
返が

え

し

に
次つ

ぐ
ど
ん
で
ん
返が

え

し
。“
噂う

わ
さ

に
惑ま

ど

わ
さ
れ

ち
ゃ
い
け
な
い
よ
”と
い
う
こ
と
だ
け
を

伝つ
た

え
た
い
絵え

本ほ
ん

だ
と
思お

も

っ
て
読よ

む
と
ア
ッ

と
言い

わ
さ
れ
ま
す
。�

（
西
田　
優
花
）

展
示
コ
ー
ナ
ー

祝
日
映
画
会

読
書
通
帳
満
期
達
成

司
書
の
オ
ス
ス
メ

35 だいちくん
2018 . 11



普
段
知
ら
ず
に
使
っ
て
い
る
ド
イ
ツ

語
も
た
く
さ
ん
紹
介
し
ま
す
。

　
日
常
生
活
か
ら
旅
行
に

役
立
つ
会
話
ま
で
。

ド
イ
ツ
語
初
心
者
、
ま
た

は
学
び
直
し
た
い
方
が
対

象
の
講
座
で
す
。

■
日
時　
12
月
１
日
、
８
日
、
15
日
、
22

日
、
29
日
、
１
月
12
日
、
19
日
、

　
26
日
、
２
月
２
日
、
９
日

　
（
す
べ
て
土
曜
日
）

　
全
10
回　
19
時
～
20
時
30
分

■
場
所　
３
階
視
聴
覚
室

■
受
講
料　
３
，
３
０
０
円

　
　
　
　
　
（
う
ち
教
材
費
３
０
０
円
）

■
定
員　
10
人

■
講
師　
落
合　
敏
恵　
先
生

■
締
切　
11
月
28
日
㈬

幻
想
的
な
黒
の
世
界
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
「
ノ
ワ
ー
ル
」＝
黒
と
い
う
意
味
で
、
黒

を
主
役
に
し
た
ア
ー
ト
で
す
。
絵
が
得
意

で
な
い
方
で
も
簡
単
に
楽
し
く
描
け
ま
す
。

■
日
時　
12
月
６
日
㈭

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
場
所　
２
階
研
修
室

■
受
講
料　
１
，
１
０
０
円

　
　
　
　
　
（
う
ち
材
料
費
６
０
０
円
）

　
※
道
具
は
こ
ち
ら
で
準
備
し
ま
す
。

■
定
員　
10
人

■
講
師　
濱
田　
真
由
美　
先
生

■
締
切　
11
月
30
日
㈮

陶
芸
に
触
れ
て
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
は
じ
め
て
の
方
で
も
大
丈
夫
で
す
。

　
粘
土
の
感
触
が
心
地
い

い
で
す
よ
。

　
自
分
の
手
で
温
も
り
あ

ふ
れ
る
作
品
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
日
時　
12
月
６
日
、
13
日
、
20
日
、
27

日
、
１
月
10
日
、
17
日
、
24
日

　
（
す
べ
て
木
曜
日
）

　
全
７
回　
９
時
30
分
～
12
時

■
場
所　
３
階
美
術
工
芸
室

■
受
講
料　
５
，
０
０
０
円

　
　
　
　
（
う
ち
材
料
費
２
，
０
０
０
円
）

■
定
員　
10
人

■
講
師　
サ
ー
ク
ル
陶
炎
の
み
な
さ
ん

■
締
切　
11
月
30
日
㈮

「
篆
刻（
て
ん
こ
く
）」を
作
ろ
う
！

　
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
、

自
分
の
ハ
ン
コ
を
彫
り
ま

す
。
世
界
に
一
つ
だ
け
の

ハ
ン
コ
で
す
。

　
年
賀
状
や
ノ
ー
ト
な
ど

に
押
し
て
使
い
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　
12
月
15
日
㈯

　
　
　
　
　
10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　
３
階
美
術
工
芸

■
受
講
料　
２
０
０
円（
材
料
費
）

■
対
象　
小
学
３
年
生
以
上

　
　
　
　
（
で
き
る
だ
け
大
人
同
伴
で
）

■
定
員　
15
人

■
持
ち
物　
カ
ッ
タ
ー
、
彫
刻
刀（
お
持

ち
の
方
）、
筆
記
用
具（
鉛
筆
）

■
講
師　
八
重
柏　
冬
雷　
先
生

■
締
切　
12
月
２
日
㈰

第
36
回
全
町
カ
ラ
オ
ケ
大
会　

■
日
時　
11
月
25
日
㈰ 

　
　
　
　
　
開
演
12
時（
開
場
11
時
）

■
入
場
料　
前
売
り
５
０
０
円
、

　
当
日
７
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

■
問
合
先　
鳥
本
☎
６
６
︲
２
０
６
５
、

　
小
林
☎
６
２
︲
２
５
９
５

ピ
ア
ノ
発
表
会（
入
場
無
料
）

山
崎
ピ
ア
ノ
教
室
発
表
会

　
12
月
８
日
㈯
開
演
13
時

尾
崎
ピ
ア
ノ
教
室
発
表
会

　
12
月
８
日
㈯
開
演
16
時

池
田
絵
美
ピ
ア
ノ
教
室
発
表
会

　
12
月
９
日
㈰
開
演
14
時

吉
田
ピ
ア
ノ
教
室
発
表
会

　
12
月
15
日
㈯
開
演
13
時
30
分

ノ
ワ
ー
ル
・
ア
ー
ト
講
座

陶
芸
講
座

公
民
館
子
ど
も
講
座

催
し
物（
大
ホ
ー
ル
）

は
じ
め
て
の
ド
イ
ツ
語
講
座

公
民
館

情
　
報

フレーム付
サイズ ９㎝×９㎝

公
民
館
講
座
の
お
申
込
み
は

公
民
館
指
定
管
理
者
へ

緯

６
２-

４
６
８
０

11
月
19
日
㈪
９
時
か
ら
受
付
開
始

※
対
象
は
町
内
に
お
住
ま
い
の
方
お
よ
び
町

内
の
職
場
に
お
勤
め
の
方
で
す
。

※
公
民
館
講
座
で
託
児
を
ご
希
望
の
方
は
、

10
日
前
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
者
が
多
数
の
場
合
は
、
お
断
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
申
込
者
が
少
数
の
場
合
は
、
中
止
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

36だいちくん
2018 . 11



総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る
各
講
座

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

教
室
開
催
期
間
は

　
１
月
８
日
㈫
～
２
月
26
日
㈫

■
内
容
・
対
象　
11
月
下
旬
に
決
定
し
ま

す
の
で
総
合
体
育
館
受
付
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間　
12
月
４
日
㈫
～
10
日
㈪

■
申
込
方
法　
右
記
の
期
間
中
、
総
合
体

育
館（
９
時
～
20
時
ま
で
）で
受
付
。
定

員
を
超
え
た
場
合
に
は
抽
選
を
行
い
ま

す
。

　
参
加
料
は
受
講
決
定
後
に
納
入
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
申
込
の
際
は
不
要
で
す
。

問
芽
室
町
総
合
体
育
館

　
☎
６
２
︲
１
１
４
４

　
平
成
30
年
度
・
第
５
期
水
泳
教
室
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

教
室
開
催
期
間
は

　
　
１
月
８
日
㈫
～
２
月
26
日
㈫

　
現
在
、
芽
室
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
登

録
し
て
活
動
し
て
い
る
少
年
団
は
19
団
体

あ
り
、
種
目
は
さ
ま
ざ
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
活

発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
少
年
団
本
部
で

は
、
少
年
団
の
指
導
者
を
担
っ
て
く
だ
さ

る
方
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
週
１
回

の
指
導
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
活
動
中
の
少
年
団

　

剣
道
・
柔
道
・
水
泳
・
空
手
・
ス
ケ
ー

ト
・
ス
キ
ー
・
サ
ッ
カ
ー
・
陸
上
・
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
野
球
・
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

問
芽
室
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
事
務
局

　
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
６
２
︲
９
７
３
０

　
10
月
13
日
～
14
日
、
ネ
イ
パ
ル
厚
岸
で

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
リ
ー
ダ
ー
研
修
が
行
わ

れ
、
町
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
所
属
の
団

員
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
気
持
ち
の
良
い
晴
天
の
中
、
ア
イ
カ
ッ

プ
岬
ま
で
の
ハ
イ
キ
ン
グ
や
七
宝
焼
き
体

験
、
海
事
記
念
館
で
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

鑑
賞
を
行
い
、
１
泊
２
日
の
集
団
生
活
を

と
お
し
て
、
団
員
相
互
の
交
流
と
親
睦
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

①
子
ど
も
の
水
泳
教
室

■
申
込
期
間　
12
月
４
日
㈫
～
７
日
㈮

　
　
　
　
　
　
９
時
～
20
時
ま
で

②
申
込
が
必
要
な
大
人
の
水
泳
教
室
と

　
託
児
付
き
の
水
泳
教
室

■
申
込
期
間　
12
月
４
日
㈫
～
13
日
㈭

　
　
　
　
　
　
９
時
～
20
時
ま
で

③
大
人
の
フ
リ
ー
の
水
泳
教
室

■
事
前
申
込
不
要　
教
室
当
日
に
受
付
で

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
芽
室
町
温
水
プ
ー
ル

　
☎
６
２
︲
６
１
１
６

※
各
教
室
の
開
催
内
容
や
時
間
な
ど
の
詳

細
は
、
体
育
館
講
座
・
水
泳
教
室
と
も
に

12
月
上
旬
に
折
り
込
ま
れ
る
新
聞
チ
ラ
シ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
11
月
下
旬
以
降
に

各
施
設
ま
で
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
町
内
の
団
体
・
実

行
委
員
会
が
主
催
す
る
各
種
大
会
の
運
営

を
手
伝
っ
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
随
時
受
付
し
て
い
ま

す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
６
２
︲
９
７
３
０

総
合
体
育
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

温
水
プ
ー
ル
か
ら
の
お
知
ら
せ

ス
ポ
ー
ツ

大
会
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

少
年
団
指
導
者
募
集
中
！

少
年
団
団
員
が

リ
ー
ダ
ー
研
修
に
参
加

地域おこし協力隊
松尾　雄斗

（十勝スカイアース主将）

10月から着任
　

各
少
年
団
に
出
向
き
、
助
言
・
指

導
を
行
い
ま
す
。
一
緒
に
町
の
少
年

団
・
ス
ポ
ー
ツ
を
盛
り
上
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

ご
連
絡
く
だ
さ
い
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　10月１日より全国一斉に開始された赤い羽根共同募金運動は、10
月24日現在、総件数381件、総額1,715,519円の善意による募金をお
寄せいただきました。心温まるご協力に心から感謝申しあげます。
　なお、運動期間は12月31日までです。引き続き皆さんのご協力を
お願いいたします。

　10月24日現在、ご協力いただい
た企業・事業所と封筒募金（封筒に
×印を書かれなかった方）は、次の
とおりです（10月25日以降にお届け
いただいた場合のお名前は、来月号

㈲
め
む
ろ
プ
ラ
ニ
ン
グ
、
メ
グ
ミ
ル
ク
石
川

販
売
店
、
㈱
ロ
ー
ル
ク
リ
エ
ー
ト
、
㈲
野
崎

プ
レ
ス
興
業
、
㈱
草
別
組
帯
広
支
店
、
高

嶋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
㈱
、
芽
室
神
社
、
セ

ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
芽
室
西
５
条
店
、
㈱
メ
リ
ッ

ト
情
報
内
藤
、
㈲
榎
波
木
工
、
澤
田
自
動

車
㈲
、
千
葉
工
務
店
㈱
、
青
田
自
動
車
整

備
工
場
、
㈲
川
野
自
動
車
工
業
、
十
勝
農

機
㈱
、
㈱
渡
辺
建
業
、
㈱
ケ
イ
セ
イ
飼
料
部
、

北
海
道
ク
ノ
ー
ル
食
品
㈱
、
日
本
罐
詰
㈱

十
勝
工
場
、
㈱
芽
室
自
動
車
学
校
、
㈲
芽

室
自
動
車
整
備
工
場
、
㈲
佐
々
木
ボ
デ
ィ
、

㈲
白
田
タ
イ
ヤ
商
会
、
㈲
葉
山
商
会
、
㈱

中
田
組
、
吉
田
建
設
㈱
、
㈱
北
土
開
発
、

㈱
ク
ロ
ダ
農
機
、
芽
室
ビ
ル
管
理
㈱
、
㈲

阿
部
自
動
車
整
備
工
場
、
高
田
自
動
車
鈑

金
塗
装
、
㈱
北
土
運
輸
、
青
木
建
設
㈱
、

ク
リ
ー
ン
開
発
㈱
、
㈱
北
信
開
発
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
Ｊ
Ａ
め
む
ろ
フ
ー
ズ
㈱
、
障
が
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所（
多
機
能
型
）オ
ー
ク

ル
、
㈱
芽
室
溶
接
、
鳳
恵
寺
、
大
正（
笑
）庵
、

ジ
ャ
ス
ミ
ン
、
大
統
寺
、
㈱
か
ん
き
ょ
う
、

お
み
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
芽

室
南
町
店
、
南
が
丘
整
骨
院
、
も
り
た
コ

ー
ヒ
ー
、
芽
室
町
農
業
協
同
組
合
、
ビ
ュ
ー

テ
ィ
ー
サ
ロ
ン 

チ
エ
、
サ
ロ
ン
ド
チ
ャ
ー
ム
ヘ

ヴ
ン
、
㈲
美
生
貨
物
、
㈲
犬
飼
建
設
、
さ

と
う
そ
ろ
ば
ん
塾
、
㈲
熊
谷
建
設
、
ヘ
ア
ー

サ
ロ
ン
ば
ん
ど
う
、
㈲
宮
西
運
輸
、
鈴
木

鉄
工
、
め
む
ろ
新
嵐
山
㈱
、
松
久
園
、
㈱

帯
広
ゴ
ル
フ
場
、
願
恵
寺
、
石
崎
設
備
工

業
㈱
、
鍵
谷
建
設
㈱
、
小
林
建
設
㈱
、
さ

ち
え
美
容
室
、
㈱
道
東
ブ
ロ
ッ
ク
、
芽
室
ガ

ス
㈱
、
㈲
長
岡
食
品
、
芽
室
幼
稚
園
、
実

勝
寺
、
㈲
林
原
測
量
、ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
ふ
く
ら
、

ゆ
う
美
容
室
、
パ
リ
ス
美
容
室
、
あ
お
ば
ク

赤い羽根共同募金運動への
� ご協力ありがとうございます！ 

法
人
募
金

募金種別 件数 金額
法人募金 221 1,244,804
封筒募金 143 373,081
老人クラブ 9 44,706
ボランティア 3 11,500
その他窓口募金 5 41,428

リ
ニ
ッ
ク
、
つ
が
や
す
薬
局
芽
室
店
、
髙
橋

静
苑
書
道
教
室
、
㈱
和
晃
芽
室
支
店
、
焼

き
肉 

す
ず
喜
、
壽
鮨
、
寺
沢
秀
明
司
法

書
士
事
務
所
、
㈲
白
川
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
あ

ず
ま
や
心
菜
、
㈲
芽
室
燃
料
、
村
上
建
設

㈱
、
㈱
芽
室
新
聞
販
売
所
、
家
内
歯
科
医

院
、
長
田
勇
一
税
理
士
事
務
所
、
法
運
寺
、

む
か
い
整
骨
院
、
㈱
扶
相
、
㈲
高
橋
工
務
店
、

は
ま
だ
内
科
医
院
、
㈲
な
か
む
ら
薬
局
、

古
出
商
店
、
㈲
工
藤
塗
装
店
、
㈲
浅
野
工

機
、
焼
肉 

遊
彩
苑
、
㈲
工
藤
建
設
、
中

村
浩
司
事
務
所
、
中
田
タ
ク
シ
ー
、
芽
室

町
商
工
会
、
㈲
衣
料
の
有
澤
、
㈲
靴
の
イ

シ
ハ
ラ
、
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
尾
田
、
正
木

薬
局
め
む
ろ
ー
ど
店
、
㈲
岩
田
ラ
イ
オ
ン
堂
、

帯
広
信
用
金
庫
芽
室
支
店
、
㈱
ま
つ
ば
ら
、

こ
ば
や
し
菓
子
舗
、
美
容
室 

ミ
ン
ト
、
岡

山
呉
服
店
、
ミ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
小
久
保
、
リ

ン
ク
、
芽
室
仕
出
し
㈱
、
安
田
産
業
㈱
、

み
な
み
だ
て
歯
科
医
院
、
㈲
珠
玖
ラ
イ
オ

ン
堂
、
理
容
モ
ト
キ
、
パ
ル
ポ
ー
ト
め
む
ろ
、

㈱
松
山
工
業
、
ム
ラ
セ
美
容
室
、
㈲
服
部

商
店
、
な
か
お
内
科
医
院
、
フ
ォ
ト
ク
リ
エ

ー
ト
む
ら
の
、
北
海
道
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
㈱
、

正
木
歯
科
診
療
室
、
安
田
石
油
㈱
、
眞
生

会
本
部
、
Ｃａ
ｆｅ 

Ｂ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｎ
、
宝
照
寺
、

㈱
芽
室
建
設
業
協
会
、
鳥
せ
い
芽
室
店
、

レ
ス
ト
ラ
ン 

Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
、
芽
室
商
工
協
同
組

合
、
合
ま
さ
お
か
、
く
す
り
の
み
や
た
、
㈱

三
浦
商
店
、
青
山
商
店
、
う
ら
参
道
、
太

陽
堂
薬
局
、
こ
が
ね
ち
ゃ
ん
弁
当
芽
室
店
、

駿
河
屋
、
ひ
ら
い
屋
、
㈱
武
藤
商
店
、
道

産
商
事
㈱
、
㈲
旭
屋
商
店
、
野
津
紡
績
㈱
、

匿
名
、
花
屋
さ
ん
、
い
ち
ぜ
ん
、
㈱
宮
間

工
業
、
藤
村
歯
科
・
矯
正
歯
科
医
院
、
㈱

佐
野
工
務
店
、
旅
館 

ま
ん
じ
ゅ
荘
、
㈲
こ

ば
と
ハ
イ
ヤ
ー
、
東
光
寺
護
持
会
、
こ
せ
き

美
容
室
、
武
川
商
事
㈲
、
猪
野
毛
燃
料
店
、

10月13日に行われた街頭募金の様子

への掲載となりますので、あらかじめご了承ください）。

芽室町社会福祉協議会は、総務係（あおぞら芽室会）、地域福祉係（芽室町共同募金委員会、芽室町老人
クラブ連合会、芽室町ボランティアセンター、ふれあいサロン「なごみ」、身体障害者福祉協会芽室町分会）、
訪問介護係・障がい者支援係（ホームヘルパー）、通所介護係（「あいあい21」デイサービスセンター）、居宅介
護支援係（ケアマネジャー）、小規模多機能型居宅介護係（ふたば）の７係で構成されています。

〒082-0012 北海道河西郡芽室町東２条２丁目15番地１ ふれあい交流館内　☎62-1616　 62-1657
芽室町社会福祉協議会公式ＨＰ　http://www.memuro-syakyo.jp/

芽室町社会福祉協議会QR

めむろ社協だよりは
「赤い羽根共同
募金」の助成を受
け、発行しています。

№378
平成30年
11月号

「社協」とは、社会福祉協議会の略称です。
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芦
澤
写
真
館
、
松
井
歯
科
医
院
、
あ
ら
い

米
穀
店
、
ふ
ぉ
と
す
ま
い
る
藤
田
、
カ
ッ
ト

サ
ロ
ン 

か
ず
こ
、
そ
ば
処 

大
黒
亭
、
し
の

は
ら
歯
科
医
院
、
十
勝
広
域
森
林
組
合
、

柏
、
㈲
太
田
木
工
、
丹
野
建
設
㈱
、
㈲
江

崎
自
動
車
整
備
工
場
、
み
や
ま
は
り
灸
整

骨
院
、
眞
屋
砂
利
工
業
㈲
、
㈲
す
ま
い
る

薬
局
、
お
し
ゃ
れ
サ
ロ
ン
美
紀
、
シ
ル
ク
理

容
室
、
㈱
帯
広
公
益
社
芽
室
支
店
、
芽
室

タ
イ
ヤ
、
㈲
高
田
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
、
㈱
谷

口
自
動
車
工
業
、
㈱
ダ
イ
イ
チ
め
む
ろ
店
、

メ
ガ
ネ
サ
ロ
ン 

ア
ピ
ア
、
め
む
ろ
だ
い
い
ち

歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
ｃ
ａ
ｆ
ｅ 

り
べ
る
ら
、
ケ

イ 

レ
ー
ヴ
、
介
護
・
ケ
ア
・
タ
ク
シ
ー
、
宝

勝
物
流
㈱
、
㈲
三
葉
緑
化
興
業
、
㈱
東
原

畜
産
、
札
幌
新
聞
輸
送
㈱
、
日
本
甜
菜
製

糖
㈱
芽
室
製
糖
所
、
ス
ズ
ラ
ン
企
業
㈱
、

㈱
ヨ
ネ
ザ
ワ
デ
イ
リ
ー
、
㈱
米
澤
通
商
、

親
栄
電
気
工
事
㈱
、
ニ
チ
ロ
畜
産
㈱
十
勝

工
場
、
石
黒
製
作
所
、
㈱
三
協
ト
ラ
ン
ス

ポ
ー
ト
、
三
菱
農
機
販
売
㈱
、
帯
東
運
輸
㈲
、

㈲
北
周
急
輪
、
㈱
鈴
建
興
業
、
芽
室
東
工

業
団
地
親
交
会
、
㈱
本
田
商
店
、
㈲
高
嶋

木
工
場
、
名
取
商
産
㈱
、
十
勝
太
陽
食
品

㈱
、
大
谷
と
お
る
後
援
会
事
務
所
、
Ｚｅ
ｌ

ｅ 

Ｈａ
ｉｒ
、
元
藤
、
鈴
木
バ
ラ
ン
ス
整
体
、

Ｄ
Ｏ
Ｅ
Ｋ
、
タ
ケ
シ
マ
ス
ポ
ー
ツ
、
石
臼
そ

ば 

三
国
、
め
む
ろ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

あ
い
す
屋
、
照
覚
寺
、
介
護
老
人
保
健
施

設
り
ら
く
、
休
場
ク
レ
ー
ン
㈲
、
大
船
寺

加
藤
恵
一
、
村
瀬
宏
司
、
太
田
志
津
子
、

沢
本
一
輝
、
高
畠
正
、
小
笠
原
力
、
桑
田

直
児
、
一
色
登
、
宮
間
照
夫
、
山
田
文
子
、

弦
巻
美
津
子
、
大
西
和
雄
、
前
田
哲
悟
、

西
本
博
、
楳
森
俊
行
、
矢
萩
光
子
、
山
本

徹
、
横
地
克
彦
、
谷
隆
幸
、
東
報
徳
農
事

組
合
、
西
川
弘
子

鉄
南
寿
ク
ラ
ブ
、
中
央
第
二
ク
ラ
ブ
、
中

伏
古
老
人
ク
ラ
ブ
、
北
伏
古
楡
の
会
、
美

生
老
人
ク
ラ
ブ
、
西
士
狩
友
愛
会
、
上
美

生
老
友
ク
ラ
ブ
、
上
伏
古
老
人
ク
ラ
ブ
、

渋
山
長
寿
会
、
め
む
ろ
柏
ふ
ま
ね
っ
と
ク
ラ

孝
二
、
細
渕
輝
雄
、
水
野
博
行
、
島
部
満

夫
、
大
野
昌
俊
、
髙
橋
信
治
、
一
色
初
音
、

小
野
準
子
、
浅
井
征
人
、
庄
内
直
樹
、
竹

田
喜
代
重
、
本
田
繁
栄
、
鹿
又
茂
則
、
新

宅
光
雄
、
嶋
﨑
誠
義
、
髙
原
博
、
吉
田
元

嘉
、
髙
松
二
郎
、
高
橋
洋
子
、
山
越
久
美

代
、
矢
野
保
、
高
下
洋
子
、
鈴
木
曻
、
竹

内
晴
信
、
小
谷
野
茂
和
、
中
村
啓
子
、
山

上
政
行
、
波
多
野
伸
一
、
田
島
芳
哉
、
齊

藤
明
彦
、
林
幸
司
、
吉
田
幸
広
、
畠
山
君

代
、
和
田
仁
智
義
、
今
野
峯
夫
、
青
木
久

和
、
岡
田
武
男
、
松
本
清
、
休
場
滋
満
、

藤
村
良
治
、
駒
沢
建
治
、
上
美
生
町
内
会
、

中
島
農
事
組
合
、
西
田
直
浩
、
堺
谷
次
郎
、

堀
江
一
人
、
山
本
輝
雄
、
奥
村
稔
、
大
道

光
子
、
中
美
生
、
美
生
西
農
事
組
合
、
堀

井
弘
樹
、
山
口
誠
、
矢
野
征
男
、
寺
井
淨

二
、
岩
間
宏
悦
、
小
林
進
、
竹
内
悟
、
村

瀬
健
司
、
麻
生
秀
敏
、
志
村
和
博
、
佐
々

木
祐
行
、
遠
藤
昌
仁
、
太
田
勝
弘
、
早
川

拓
、
黒
崎
春
治
、
恵
田
光
也
、
鳥
本
邦
男
、

共
栄
農
事
組
合
、
坂
の
上
農
事
組
合
、
博

進
農
事
組
合
、
佐
藤
得
男
、
上
新
生
農
事

組
合
、
中
新
生
農
事
組
合
、
西
新
生
農
事

組
合
、
中
北
伏
古
農
事
組
合
、
阿
部
昌
利
、

児
山
順
一
、
遠
藤
新
次
、
休
場
勝
治
、
下

美
生
区
、
東
芽
室
太
行
政
区
、
平
和
行
政

区
、
石
田
章
、
會
田
博
、
森
下
健
、
加
藤

嘉
美
、
堀
内
福
太
郎
、
佐
々
木
武
典
、
山

田
俊
郎
、
本
田
匡
司
、
河
野
博
英
、
北
村

誠
、
伊
藤
清
範
、
松
野
博
宣
、
佐
藤
良
諭
、

中
村
昇
、
野
田
直
之
、
武
藤
亘
、
道
下
勇

治
、
田
中
裕
治
、
野
沢
広
光
、
上
川
富
雄
、

小
林
孝
久
、
上
川
照
夫
、
棚
田
正
一
、
棚

田
英
和
、
森
下
達
也
、
森
下
勝
美
、
西
士

狩
西
農
事
組
合
、
浅
井
隆
久
、
田
中
真
一
、

樋
詰
智
一
、
寺
尾
精
能
、
梅
木
一
彦
、
横
地

封
筒
募
金（
敬
称
略
）

ブ
、
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
芽
室
町
分
会
、

ラ
ブ
・
フ
ェ
ミ
ニ
ン
、
募
金
箱（
青
田
自
動

車
整
備
工
場
、
吉
田
建
設
㈱
、
南
が
丘
整

骨
院
、
芽
室
町
農
業
協
同
組
合
、
理
容
ハ

シ
モ
ト
、
む
か
い
整
骨
院
、
は
ま
だ
内
科
医

院
、
み
な
み
だ
て
歯
科
医
院
、
㈱
松
山
工
業
、

㈲
旭
屋
商
店
）、
街
頭
募
金（
愛
菜
屋
・
ダ

イ
イ
チ
）

老
人
ク
ラ
ブ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

歳末たすけあい募金にご協力を
　赤い羽根共同募金運動の一環として、12月１日から歳末助け合い募金を始めま
す。お寄せいただいた募金は、町内の経済的に支援の必要な世帯へ配分されま
すので、ご協力をお願いいたします。
■歳末見舞金の申請を受付けます
　歳末見舞金の配分を希望される方は、お住いの地区の民生委員児童委員から
申請書を受け取り、必要事項を記入のうえ、11月30日（金）までに社会福祉協議会
に提出してください。
　なお、お住まいの地区の民生児童委員のお名前がわからない場合は、社会福
祉協議会で申請書の用紙を受け取ることもできます。申請手続きは、代理の方
でも構いません。

【対象者（世帯）】　芽室町内に在住する方で、次のいずれかに当てはまり、経済
的な支援が必要と判断される場合です。
①在宅で要介護３以上の高齢者を介護している世帯　②障がい児（者）が在宅して
いる世帯　③義務教育終了以前の児童・生徒を養育するひとり親世帯　④75歳
以上の単身者世帯　⑤高齢者（65歳以上）夫婦のみの世帯　⑥その他、生活に困
窮されている世帯

【対象者（世帯）の決定】　申請後、地区担当の民生委員児童委員へ申請者の生活
状況確認をお願いし、社会福祉協議会で審査のうえ、決定します。

【配分決定の通知】　全申請者へ結果通知書をお送りするとともに、配分決定者
には12月末日までにご本人名義の指定口座に振り込むか事務局職員が見舞金を
お届けいたします。
� 問地域福祉係　☎62－1616（担当：柿沼）

めむろ社協だより

39 社協だより
2018 . 11



“秋だ！大運動会”を開催しました！

　秋といえば…芸術の秋、読書の秋、そしてス

ポーツの秋。という訳で、「教えて先生！」でも

大運動会を開催しました。

　ときは、10月27日（土）、ところは、ふれあい

交流館２階「大ホール」。種目は、レクリエーシ

ョン吹き矢、ガンバルーンゲーム、スカットボ

ール、わなげ、ストラックアウトの５種目。当

日参加してくれたのは２歳から80歳までスタッ

フを含めて総勢57人。ラジオ体操で体をほぐし

た後、皆さん高得点を

目指して各種目に熱心

に挑戦。和気あいあい、

大変にぎやかな大運動

会となりました。

住　　所：西4条4丁目1番地　「西子どもセンター」となり
　　　　　☎61-3631　思66-9169
開館時間：火～土曜日9時～17時30分※日・月・祝日はお休みします。
　　　　　ただし、土曜日は祝日でも開館します。

ブログ（「ふたば」と「なごみ」のぽかぽか日記）も見てね～
http://nagomi.kakuren-bo.com/

介護予防ポイント推進事業登録説明会
★と　き　11月29日（木）13:30～14:30　　
★ところ　ふれあいサロン「なごみ」
★持ち物　介護保険被保険者証、印鑑、筆記用具　
問芽室町ボランティアセンター
   　☎６１－３６３１　（担当：柏葉）

“手作りのお正月飾り教室”
� 参加者募集中
手作りのお正月飾りで新年を迎えましょう！

★先　生　児玉好枝さん＊華道未生会師範補

★と　き　12月15日（土）13:30～15:00

★ところ　ふれあいサロン「なごみ」

★定　員　12人　＊先着順

★申込締切　12月11日（火）

★参加費　1,300円

★その他　主催者側でボラ

ンティア行事用保険に加入い

たします。

アットホーム・パン工房  「リスどん」
「なごみ」出張販売は11月29日㈭10時30分～12時です。※ 売切れ次第終了

　
以
前
、
何
か
で
読
ん
だ
話
で
す
。
誰
が
書
い
た

の
か
は
覚
え
て
い
ま
せ
ん（
書
い
た
人
ご
め
ん
な
さ
い
）

が
、
日
記
を
つ
け
る
代
り
に
そ
の
日
あ
っ
た
こ
と

の
中
か
ら
、
幸
せ
だ
っ
た
こ
と
、
嬉
し
か
っ
た
こ
と
、

楽
し
か
っ
た
こ
と
を
三
つ
書
く
こ
と
で
、
次
の
日
を
楽
し
く
過
ご
せ

る
よ
う
に
な
る
の
で
は
、
そ
ん
な
内
容
で
し
た
。

　
早
速
や
っ
て
み
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
が
意
外
に
難
し
い
。
わ

ず
か
三
つ
が
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
。
つ
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
な
ど

は
結
構
出
て
く
る
し
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
の
一
つ
や
二
つ
は
何
と
か

出
て
く
る
の
に
、
で
す
。
そ
の
う
ち「
朝
ご
飯
食
べ
た
」「
昼
ご
飯
食

べ
た
」「
晩
ご
飯
食
べ
た
」こ
の
三
つ
を
毎
日
書
く
だ
け
だ
っ
た
り
し
て
。

そ
ん
な
生
活
も
寂
し
い
話
、
い
や
、
恐
怖
で
す
ね
。

　
み
な
さ
ん
も
い
ろ
ん
な
幸
せ
探
し
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

�

（
Ｏ
）
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ふれあい交流会日程
（ひとり暮らし高齢者の食事会）心配ごと相談日程

時　　　間：13時15分～15時30分
場　　　所：保健福祉センター２階「静養室」
専門相談員：大

おお

熊
くま

潤
じゅん

司
じ

 さん（行政相談員）
　　　　　　今

こん

野
の

峯
みね

夫
お

 さん（人権擁護委員）

時　　間：11時～
場　　所：中央公民館
内　　容：幼稚園児との交流会　
　　　　　誕生会

時　　間：11時～
場　　所：中央公民館
内　　容：クリスマス会　
　　　　　誕生会

11月28日水 11月16日金

12月14日金
時　　　間：13時15分～15時30分
場　　　所：保健福祉センター２階「静養室」
専門相談員：舘

たち

盛
もり

静
しず

子
こ

 さん（学識経験者）
　　　　　　大

おお

熊
くま

潤
じゅん

司
じ

 さん（行政相談員）

12月12日水

★問題解決に向けたアドバイスや関係機関などへの橋渡　
　しを行います。
★おおむね月２回、第２・第４水曜日に開設しています。
問地域福祉係　☎62－1616（担当：勝山）

★ふれあい交流会は、ひとり暮らし高齢者の食事会です。
★参加には、事前の会員登録が必要です。
★ふれあい交流会ボランティアかしわ会が担当します。
問地域福祉係　☎62－1616　（担当：柿沼）

善意に
厚く感謝
いたします

個人情報保護の観点から同意された方のみ掲載しております。
この他にも多くの方々にご寄附いただいておりますことに厚くお礼を申しあげます。

平成30年10月１日～平成30年10月31日

　▼嶋﨑　順子　様� 夫の死去に際して　　　　　　　　

　▼矢野征男杯ゴルフコンペ参加者一同　様
� 35,000円　　社会福祉事業のために

◆地域で安心して暮らせるために◆
　芽室町社会福祉協議会では、成年後見制度における法人後見

事業を行っています。

■財産に関すること　・物忘れがあり、お金の管理が不安

　　　　　　　　　　・悪質な訪問販売が心配

■将来に関すること　・障がいのある子の将来が不安

　　　　　　　　　　・身寄りがなく今後の生活が不安

■制度利用について　・成年後見制度について詳しく知りたい

　こんな心配がありましたなら、一度社協にご相談ください。

問地域福祉係☎６２- １６１６〔担当：勝山〕

夏の思い出
� ～覚えてますか？

　８月19日

㈰にめむろ

ーどで開催

した「ふれ

あい交流ま

つ り2018」。

　その時の

参加者が、

心を一つに

して制作したのが「メムちゃんフクく

んのモザイクアート」。

　そのモザイクアートを、10月からは

赤い羽根共同募金とコラボしてふれあ

い交流館１階ロビーに展示しています。

12月末までの期間限定です。

　ふれあい交流館のお近くにお出での

際は、この大きな力作をぜひご覧くだ

さい。

みんなで作った成果を楽しんで！
　あいあいデイサービスの利用者の皆さんが、余暇活動の時間

に作成した作品を展示します。塗り絵や貼り絵、編み物、手作

り小物などどれも素晴らしい作品ばか

りです。ぜひ、お気軽にお立ち寄りく

ださい。期間は、11月26日（月）～12月

1日（土）の10:00～16:00。会場は、保

健福祉センターの「あいあい21」デイサ

ービスセンターです。

めむろ社協だより
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編集・発行／芽室町消費生活センター　相談受付：平日　10時～16時　☎62-6556

～被害の未然防止を目指して～
町民からの消費生活相談を
受け付けています

災害に便乗した悪質商法にご用心 !!
地震、大雨などの災害時には、それに便乗した悪質商法が多数発生しています。
災害発生地域だけが狙われるとは限りません。義援金詐欺も報告されています。

お困りの際は消費生活センターにご相談ください。

よ
い
で
し
ょ
う
。
も
し
、
契
約
し
て
し
ま

っ
た
場
合
で
も
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
●
突
然
訪
問
し
て
き
た
業
者
に
、「
屋
根
の

無
料
点
検
を
し
ま
す
」と
言
わ
れ
、
無
料

な
ら
と
い
い
と
思
い
点
検
を
依
頼
し
た
。

す
る
と
業
者
に「
こ
の
ま
ま
放
置
す
る
と

雨
漏
り
し
て
大
変
な
こ
と
に
な
る
」と
言

わ
れ
、
強
引
に
高
額
な
契
約
を
さ
せ
ら
れ

た
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

　
「
早
く
工
事
し
な
い
と
大
変
な
こ
と
に

な
る
」な
ど
と
不
安
を
あ
お
っ
て
契
約
を

急
が
せ
た
り
、
工
事
内
容
に
つ
い
て
あ
ま

り
説
明
せ
ず
に
工
事
を
し
、
高
額
な
請
求

を
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
勧
誘
さ
れ

て
も
そ
の
場
で
す
ぐ
に
頼
ま
ず
、
工
事
の

内
容
や
費
用
に
つ
い
て
よ
く
確
認
し
た
う

え
で
、
家
族
に
相
談
し
た
り
複
数
の
業
者

か
ら
見
積
り
を
取
る
等
、
十
分
に
検
討
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
名
乗
る
女
性
か
ら
募

金
を
集
め
る
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
。

●
市
役
所
の
者
だ
と
名
乗
る
人
が
自
宅
に

訪
問
し
、
義
援
金
を
求
め
ら
れ
た
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

　
公
的
機
関
が
電
話
や
訪
問
で
義
援
金
を

集
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
審
な
電

話
は
す
ぐ
に
切
り
、
訪
問
の
申
し
出
が
あ

っ
て
も
断
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
訪
問
し
て

き
た
人
に
金
銭
を
要
求
さ
れ
て
も
決
し
て

払
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
義
援
金

は
確
か
な
団
体
を
通
し
て
送
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

[

参
考]　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
事
例

●
数
日
前
、
災
害
を
調
査
し
て
い
る
機
関

を
名
乗
っ
た
電
話
が
あ
り
、「
屋
根
の
修
理

工
事
の
費
用
は
保
険
会
社
か
ら
出
る
の
で
、

あ
な
た
は
負
担
額
な
く
修
理
が
で
き
る
。

保
険
会
社
と
の
交
渉
は
す
べ
て
業
者
が
行

う
」と
言
わ
れ
、
負
担
額
が
な
く
で
き
る

の
で
あ
れ
ば
よ
い
と
思
い
自
宅
に
来
て
も

ら
い
契
約
書
に
署
名
捺
印
し
た
。
そ
の
後
、

保
険
の
支
払
い
対
象
外
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
、
全
額
自
己
負
担
で
高
額
の
修
理
代

を
請
求
さ
れ
た
。
払
え
な
い
の
で
解
約
を

申
し
出
る
と
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
50
％
か

か
る
と
言
わ
れ
た
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

　

訪
問
や
電
話
で「
火
災
保
険
で
負
担
額

な
く
家
の
修
理
が
で
き
る
。
無
料
で
申
請

等
を
行
う
」と
言
わ
れ
て
も
、
そ
の
場
で

は
決
め
ず
に
、
加
入
の
損
害
保
険
会
社
か

代
理
店
に
保
険
金
支
払
い
の
対
象
と
な
る

か
、
申
請
は
ど
の
よ
う
に
す
る
か
等
の
確

認
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
業
者
に
経
年

劣
化
も
災
害
を
原
因
に
し
て
保
険
金
の
請

求
を
す
る
よ
う
持
ち
掛
け
ら
れ
た
場
合
、

保
険
金
詐
欺
に
該
当
す
る
恐
れ
が
あ
る
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
工
事
を
依
頼
す
る

際
は
複
数
の
業
者
か
ら
見
積
り
を
取
る
と

保
険
金

義
援
金

点
検
商
法

（独）

42各種団体
2018 . 11



編集・発行／めむろ町民活動支援センター　本通１丁目19　めむろーど１Ｆ　めむろまちの駅内
☎62-0413　 62-0414　 katsudou.center@cotton.ocn.ne.jp

職員在館日　月～金（祝日除）10時～17時半

町民活動支援センターだより 町民と行政の協働によるまち
づくりを目指し、自主的な町
民活動をサポートします！

　「ひらがなが書けるようにならなきゃだめ？」「学校で
の一日は？」「登下校は一人で大丈夫？」など、小学校入
学前に気になること・事前に知っておきたいことを元芽
室小学校・芽室西小学校校長である岩野真志さんに質問
しながらお話を伺います。
■申込方法　
 センター窓口・電話・FAX・メールのいずれかの方
法でお名前・電話番号をお知らせください。　
　☎62-0413　　　 思62-0414
　死 katsudou.center@cotton.ocn.ne.jp）
　※要・事前申込（先着15人程度）
■託児あり（無料）※要事前申込　締め切り：１/17

「子育て語り場」って？
　毎回ゲストをお招きしてさまざまなテー
マで開催しています。

〈今まで取り上げたテーマ〉
・「現役先生と話したい」
・「転勤族の子育てのヒント」他

〈参加者の感想〉
・地域の人とつながりができてよかった
・身近な情報・経験談を聞けるのがいい

めむろから世界につながる！� ～活動団体の紹介～

毎年ＧＷから秋にかけ開館
住・東３条１丁目６番地
■連絡先：080-1305-2811
� （浅野さん）

　線路そばの赤レンガ倉庫の保管管理
をしながら、130か国から集まった子ども
たちが描いた絵、約２万点を展示してい
ます。メンバーが画材を現地に持ち込
み描いてもらった絵もあります。

世界の暮らしが見えてくる
NPO 十勝めむろ赤レンガ倉庫

姉妹都市に友だちができる
芽室町トレーシー市交流協会

原文で読むおもしろさ
英語で読む会

毎年6月に交流会を企画運営
フェイスブックで情報発信中
■連絡先：62-2024
� （福井さん）

　毎年６月に開催する姉妹都市、アメ
リカ・トレーシー市の子どもたちとの交
流会を企画・運営しています。会員は
大学生から70代まで幅広い世代、英
語が話せなくても大丈夫です。

毎週水曜、あるいは第2・4・5
木曜　代表者自宅にて活動
■連絡先：62-0168
� （横溝さん）

　映画「ローマの休日」の脚本やアガサ・
クリスティのミステリーなどさまざまなジャ
ンルの題材を取り上げています。少人
数のメンバーで順番に音読・和訳しなが
ら英語の原文で楽しみます。

「子育て 語り場パート１　　

「ひらがな書けなきゃだめですか？
� 知っておきたい入学準備」

参加者募集中

ゲスト：岩野真志さん（西こどもｾﾝﾀｰみらい・統括支援員）

2019年１月26日（土）10：00～12：00　　
会場：めむろ西子どもセンターみらい（芽室町西４条４丁1-7）

イメージキャラクター
メムコーンとトレビーン
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市街地町内会通信
■発行・編集：芽室町市街地町内会連合会
■題字・似顔絵：伊藤宏子

第22回町内会活動研究大会盛会
ワークショップの意見全文は、各町内会長にお知らせします

44各種団体
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町
内
会
活
動
研
究
大
会

　
10
月
21
日（
日
）、
め
む
ろ
ー
ど
で
、
連

合
町
内
会
主
催
の
今
年
度
の
活
動
研
究
大

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
手
島
町
長
、
三
寺

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
が
来
賓
と
し
て
ご

臨
席
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
、

来
賓
挨
拶
に
立
っ
た
手
島
町
長
か
ら「
町

内
活
動
を
積
極
的
に
支
援
す
る
」考
え
が

表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
究
会
前
半
は
、
札
幌
市
の
町
内
会
長

と
し
て
、
特
に
、
福
祉
、
防
災
の
面
で
す

ば
ら
し
い
実
践
活
動
を
さ
れ
、
道
連
の
研

究
会
で
も
講
演
さ
れ
た
鈴
木
誠
氏
の
講
演

を
拝
聴
し
ま
し
た
。 

鈴
木
氏
の
講
演
は
、

今
求
め
ら
れ
て
い
る
町
内
会
の
模
範
と
し

て
実
践
的
な
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
町
内
会
長
、
町
内
会
関
係

者
他
、
行
政
関
係
者
、
各
種
団
体
関
係
者
、

他
町
行
政
関

係
者
な
ど
90

人
を
超
え
ま

し
た
。
特
に
、

女
性
の
参
加

が
多
く
見
ら

れ
喜
ば
し
い

傾
向
で
し
た
。

　

研
究
会
後

半
で
は
、
鈴

木
誠
氏
の
講

演
を
生
か
し

福
祉
、
防
災
を
テ
ー
マ
に
し
て
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
が
開
か
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
２
０
０
件
を
超
え
る
課
題
や
意
見
、
要

望
が
出
さ
れ
、
交
流
し
ま
し
た
。
多
く
の

意
見
は
、「
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
」と
い

う
危
機
感
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

町
内
会
の
実
践
事
例
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
先
進
的
な
実
践
事
例
と
接
す
る
こ

と
も
大
切
で
す
が
、
共
に
活
動
し
て
い
る

会
員
の
多
く
の
意
見
に
接
す
る
と
、
町
内

会
活
動
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
示
唆
と
意
欲
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
方

の
た
め
に
も
、
会
場
で
交
流
さ
れ
た
意
見

カ
ー
ド
の
一
部
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
意

見
カ
ー
ド
は
メ
モ
書
き
で
す
。
表
現
が
適

切
で
な
い
物
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

発
言
者
の
心
を
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
に

原
文
を
尊
重
し
掲
載
し
ま
す
。
判
読
が
難

し
い
も
の
は
、
予
想
し
て
書
き
足
し
た
と

こ
ろ
が
あ
る
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

防
災
に
つ
い
て
の
意
見

【
訓
練
の
課
題
】

○
防
災
訓
練
の
参
加
者
が
年
々
減
少
。

○
防
災
訓
練
の
参
加
率
は
２
割
。

○
防
災
へ
の
意
識
が
低
い
人
が
多
い
。

○
地
震
水
害
な
ど
の
防
災
訓
練
は
毎

年
行
わ
れ
る
が
毎
回
趣
旨
が
変
わ
る
。

実
際
時
に
応
用
で
き
な
い
。

○
若
い
世
帯
は
参
加
し
て
い
な
い

【
訓
練
の
解
決
策
や
要
望
】

○
参
加
し
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
防

災
訓
練
に
し
な
い
と
ダ
メ
だ
と
思
う
。

○
訓
練
の
全
町
的
な
周
知
不
足
。

○
給
水
訓
練
も
や
っ
て
ほ
し
い
。

【
情
報
の
課
題
】

○
浸
水
区
域
に
配
布
さ
れ
た
個
別
末

端
か
ら
は
何
も
情
報
が
な
か
っ
た
。

○
個
人
情
報
を
調
べ
よ
う
と
し
て
も

壁
が
あ
る
。

○
要
支
援
世
帯
を
把
握
し
て
い
な
い
。

○
少
数
高
齢
世
帯
で
防
災
組
織
が
作

れ
な
い

【
情
報
の
解
決
策
や
要
望
】

○
防
災
ラ
ジ
オ
の
活
用
の
拡
大
。

○
先
月
す
ま
い
る
の
町
内
会
ア
ン
ケ

▲ワークショップの様子
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ー
ト
は
参
考
に
な
っ
た
。

○
支
援
が
必
要
な
人
の
情
報
共
有
が

で
き
て
い
な
い
の
で
、
情
報
共
有

を
す
る
た
め
の
福
祉
部
づ
く
り
が

必
要
。

○
結
局
、
緊
急
時
防
災
と
日
常
時
の

福
祉
充
実
は
密
接
に
関
係
す
る
。

福
祉
の
充
実
が
な
け
れ
ば
防
災
は

無
い
。
そ
し
て
福
祉
と
防
災
の
現

場
は
町
内
会
。

○
停
電
な
ど
の
情
報
を
知
ら
せ
て
ほ

し
い
。
広
報
車
か
何
か
で
。

【
自
主
防
災
組
織
の
課
題
】

○
開
店
休
業
状
態
で
あ
る
。

○
そ
も
そ
も
自
主
防
災
組
織
が
な
い
。

○
48
町
内
会
の
う
ち
、
19
町
内
会
だ
け
。

【
自
主
防
災
組
織
の
解
決
策
や
要
望
】

○
長
期
停
電
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

を
電
気
燃
料
な
ど
。

○
自
主
防
災
組
織
が
な
く
て
も
町
内

会
組
織
の
行
動
基
準
が
あ
る
と
良
い
。

【
分
担
の
課
題
】

○
災
害
時
に
民
生
委
員
と
し
て
ど
う

動
け
ば
良
い
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。

○
災
害
時
の
町
内
会
役
員
と
し
て
の

役
割
が
明
確
で
な
い
。

【
分
担
の
課
題
の
解
決
策
や
要
望
】

○
災
害
の
起
き
て
い
な
い
う
ち
に
、

避
難
所
の
運
営
や
活
動
の
役
割
・

分
担
を
考
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
。

○
災
害
に
対
す
る
行
政
と
町
内
会
の

役
割
分
担
を
。
町
内
会
未
加
入
者

に
対
す
る
対
応
は
？

【
計
画
・
マ
ッ
プ
の
課
題
】

○
ど
の
よ
う
な
状
況
で
行
動
す
る
か

基
準
が
な
い
。

○
停
電
時
の
ト
イ
レ
対
策
。
ス
マ
ホ
の

電
源
確
保
。
深
夜
の
安
否
確
認
方
法
。

○
未
加
入
者
の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。

○
地
域
の
防
災
マ
ッ
プ
が
町
内
会
員

に
配
布
さ
れ
て
い
な
い
。

○
避
難
弱
者
に
対
し
ど
の
程
度
声
か

け
を
し
て
確
認
を
す
る
か
？
特
に

夜
間
の
場
合
の
対
応
は
？

【
計
画
・
マ
ッ
プ
の
解
決
策
や
要
望
】

○
役
場
職
員
が
も
っ
と
町
内
会
に
深

く
関
わ
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

○
オ
ー
ナ
ー
管
理
人
さ
ん
と
の
話
し

合
い
を
持
っ
て
欲
し
い
。
災
害
時

町
内
会
と
連
携
を
ど
う
す
る
か
？

町
内
会
に
入
る
か
否
か
？

○
行
政
だ
け
で
は
無
理
。
要
支
援
者

高
齢
者
の
扱
い
は
自
分
た
ち
で
す

る
し
か
な
い
。

○
町
内
会
区
域
の
中
で
地
震
と
水
害

と
で
避
難
場
所
が
異
な
る
こ
と
は

混
乱
を
来
た
す
。

【
防
災
意
識
の
課
題
】

○
非
常
持
ち
出
し
が
備
わ
っ
て
い
な

い
家
庭
が
あ
る
。

○
見
守
り
し
た
く
て
も
お
互
い
高
齢

者
な
の
で
遠
慮
す
る
こ
と
が
あ
る
。

○
訓
練
の
参
加
者
が
10
％
し
か
い
な

い
中
で
、
Ｄ
Ｕ
Ｇ
、
Ｈ
Ｕ
Ｇ
の
よ

う
訓
練
の
設
定
は
不
可
能
。

【
防
災
意
識
の
解
決
策
や
要
望
】

○
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
に
防
災

グ
ッ
ズ
を
配
布
し
て
い
る
。
町
か

ら
の
補
助
は
な
い
。

○
胆
振
地
震
の
停
電
を
機
に
み
ん
な

で
話
し
合
う
場
が
作
れ
る
と
良
い

と
思
う
。
会
長
さ
ん
役
員
さ
ん
を

動
か
す
会
員
の
意
思
も
必
要
だ
と

思
う
。

○
結
局
は
町
内
会
に
対
す
る
意
識
の

問
題
。

【
担
い
手
の
課
題
】

○
高
齢
者
が
多
く
支
援
者
が
少
な
い
。

○
災
害
時
は
職
場
へ
向
か
わ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
町
内
会
の
仕
事
が
で
き

な
い
。

【
担
い
手
の
解
決
策
や
要
望
】

○
お
助
け
隊
は
10
人
か
ら
16
人
。
水

害
時
に
声
か
け
を
す
る
と
い
い
。

○
災
害
時
の
知
恵
袋
と
し
て
出
前
講

座
を
継
続
的
に
開
催
す
べ
き
。

【
そ
の
他
の
課
題
】

○
停
電
に
備
え
る
と
い
う
意
識
が
足

り
な
か
っ
た
。

○
ペ
ッ
ト
の
対
応
は
？

○
要
支
援
者
が
と
に
か
く
多
い
。

○
冬
は
一
時
避
難
場
所
が
使
え
な
い
。

○
冬
の
災
害
は
暖
房
・
避
難
・
水
道
・

電
気
な
ど
ど
う
す
る
の
か
。

【
そ
の
他
の
解
決
先
や
要
望
】

○
河
川
の
整
備
の
充
実
を
願
う
。

○
町
内
会
と
い
う
も
の
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

小
学
校
、
中
学
校
と
か
の
授
業
の

中
で
、
高
齢
者
を
参
加
さ
せ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
あ
れ
ば
よ
い
。

○
冬
の
訓
練
を
実
施
し
、
発
電
機
や

暖
房
を
実
際
に
作
動
さ
せ
る
。

福
祉
の
意
見
は
次
回
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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南
が
丘
東
町
内
会

�

副
会
長　

河
内
　
一
浩

『
男
の
料
理
教
室
』

　
ご
近
所
の
男
性
が
集
ま
る
き
っ
か
け
と

し
て
、
新
規
事
業『
男
の
料
理
教
室
』を
企

画
し
た
と
こ
ろ
、
40
代
か
ら
60
代
の
男
性

14
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
着
慣
れ
な
い
エ

プ
ロ
ン
を
身
に
着
け
て
、
講
師
の
先
生
か

ら
の
指
示
で
主
食
・
主
菜
３
品
・
汁
物
を

作
っ
て
食
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
次
回
を
期
待
す
る
声
が

あ
り
、
芽
室
町
産
の
食
材
を
つ
か
っ
た
料

理
や
ス
イ
ー
ツ
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
を
来
年

度
に
実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
め
む
ろ
第
４
町
内
会

�

会
長　

駒
沢
　
建
治

『
環
境
整
備
と
観
楓
会
』

　
９
月
30
日（
日
）今
年
最
後
の
町
内
会
清

掃
、
公
園
環
境
整
備
に
42
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
の
場
で
あ
る

公
園
、
地
域
の
方
の
散
歩
道
で
あ
る
公
園

が
き
れ
い
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
適
切
に

管
理
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
環
境
整
備
の
あ
と
に
は
観
楓
会

を
開
催
し
、
炭
火
で
焼
肉
、
焼
き
鳥
、
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
小
学

生
以
下
の
子
ど
も
た
ち
に
は
お
楽
し
み
袋

を
配
り
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

新
工
町
町
内
会

�

副
会
長　

岡
田
　
幸
造

『
お
し
ゃ
べ
り
お
食
事
会
』

『
じ
ゃ
が
バ
ス
遠
足
』

　
『
お
し
ゃ
べ
り
お
食
事
会
』は
若
い
方
の

参
加
も
あ
り
、
一
人
ひ
と
り
の
お
話
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
町
内
会
に
住
ん
で
か

ら
の
話
、
入
院
の
苦
労
話
、
り
ら
く
通
所

の
楽
し
さ
な
ど
な
ど
。

　
じ
ゃ
が
バ
ス
遠
足
は
日
甜
に
向
か
っ
た

時
に
は
、「
ほ
ん
と
に
愛
菜
屋
に
行
く
の
か

不
安
に
な
る
ね
」等
と
会
話
も
楽
し
み
な

が
ら
無
事
愛
菜
屋
へ
。
お
蕎
麦
屋
さ
ん
、

パ
ン
屋
さ
ん
、
ア
イ
ス
も
食
べ
、
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
用
事
は
何
で
あ
れ
、
家
か
ら
一
歩
出
て

近
所
の
方
々
と
一
緒
の
時
間
を
過
ご
す
。

　
そ
う
い
う
こ
と
が
一
番
健
康
に
な
り
ま

す
ね
。

北
町
町
内
会

�

会
長　

渡
辺
　
博
幸

『
流
し
そ
う
め
ん
』

　
北
町
町
内
会
で
は
８
月
18
日（
土
）21
人

（
大
人
８
人
、
子
ど
も
13
人
）で
流
し
そ
う

め
ん
を
行
い
ま
し
た
。
そ
う
め
ん
を
食
べ

な
が
ら
、
子
ど
も
縁
日
と
し
て
輪
投
げ
や

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
の
く
じ
引
き
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　
若
い
世
代
の
町
内
会
加
入
に
伴
い
、
小

さ
な
子
ど
も
た
ち
向
け
の
事
業
に
活
気
が

あ
り
ま
す
。
今
後
は
ク
リ
ス
マ
ス
に
む
け

て
、
子
ど
も
の
い
る
家
庭
に
ケ
ー
キ
を
配

布
す
る
予
定
で
す
。

▲流しそうめんは大好評でした。

▲観楓会には42人が参加



　
町
内
会
へ
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
西
尾 

一
則 

副
会
長

☎
０
９
０
︲
８
６
３
４
︲
０
８
１
４西尾副会長

入
会
希
望
者
は

ご
一
報
く
だ
さ
い
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10
月
10
～
11
日

札
幌
市
研
修
視
察

『
札
幌
市
の
町
内
会
の
意
義
・

重
要
性
を
重
ん
じ
る
姿
勢
』

に
感
銘

　
人
口
１
９
６
万
人
の
札
幌
市
に
は
２
２

０
１
の
町
内
会
が
あ
り
、
加
入
率
は
71
％

（
本
町
60
％
）。
町
内
会
規
模
は
３
世
帯
～

５
１
７
６
世
帯
、
大
規
模
町
内
会
は
一
つ

の
町
内
会
が
２
万
人
以
上
の
と
こ
ろ
も
あ

る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

　

札
幌
市
は「
町
内
会
の
こ
と
を
ど
う
認

識
し
て
い
る
か
」と
い
う
こ
と
で
す
が
、「
町

内
会
は
世
代
を
超
え
て
、
地
縁
に
よ
っ
て

結
ば
れ
た
支
え
合
い
の
場
で
あ
り
、
地
域

住
民
の
日
常
の
交
流
を
通
し
て
、
高
齢
者

の
福
祉
や
、
防
災
、
防
犯
活
動
、
環
境
美

化
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
、
私
た
ち
の
生

活
を
支
え
る
役
割
を
担
い
、
市
の
発
展
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
」と
い
う
基
本
姿

勢
で
、今
は「
町
内
会
に
関
す
る
条
例
制
定
」

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

　
「
町
内
会
は
任
意
団
体
」と
い
う
抑
え
は

本
町
と
同
じ
で
す
が
、
町
内
会
の
意
義
と

重
要
性
を
強
く
認
識
し
、
今
は「
町
内
会

に
関
す
る
条
例
」の
制
定
に
向
け
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
最
中
で
し
た
。
町
内
会

活
動
を
一
層
推
進
し
、
安
心
し
て
暮
ら
し

や
す
く
生
き
生
き
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
実
現
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

ご
一
緒
し
ま
せ
ん
か
？

　
ま
た
、
子
ど

も
の
い
じ
め
が

過
去
最
高
と
な

っ
た
と
い
う
ニ

ュ
ー
ス
が
聞
こ

え
て
き
ま
し
た
。

　
最
近
は
高
学
年
、中
学
生
に
な
る
と
、「
我

が
子
が
加
害
者
に
な
っ
た
ら
」と
心
配
す

る
保
護
者
も
多
い
と
か
。
可
愛
い
我
が
子

も「
い
つ
の
間
に
か
、
気
が
つ
い
た
ら
」い

じ
め
ら
れ
た
り
、
い
じ
め
っ
子
に
な
っ
た

り
、
親
の
心
配
は
つ
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し「
い
つ
の
間
に
か
」「
気
が
つ
い

た
ら
」と
は
い
う
も
の
の
必
ず
兆
候
は
あ

り
ま
す
。
元
教
師
の
拙
い
経
験
で
す
が
…
。

い
じ
め
の
場
合
は
、
学
級
の
風
土
、
子
ど

も
の
表
情
が
ち
が
い
ま
す
。
冷
た
い
、
孤

立
化
、
ボ
ス
の
存
在
、
何
よ
り
協
力
が
苦

手
。
表
情
が
固
い
。
人
を
か
ら
か
う「
あ

だ
名
」、
他
を
受
け
入
れ
な
い
仲
間
関
係
、

友
達
同
士
挨
拶
が
で
き
な
い
。
こ
う
し
た

風
土
が
あ
る
と
、『
い
じ
め
』と
い
う
台
風

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、

教
師
は
良
い
人
間
関
係
を
作
ろ
う
と
し
ま

す
。
こ
れ
が
難
し
い
…
。
ふ
れ
合
い
の
場

を
多
く
し
、
一
人
一
人
に「
や
っ
た
あ
、

自
分
に
も
で
き
る
ん
だ
あ
」成
功
感
や
達

成
感
を
持
た
せ
よ
う
と
し
ま
す
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
い
じ
め
を
防
止
す

る
た
め
に
と
い
う
か
、
温
か
い
絆
で
結
ば

れ
る
学
級
づ
く
り
は
、
町
内
会
づ
く
り
と

似
て
い
ま
す
。
日
常
的
な
交
流
や
共
同
の

場
、
ふ
れ
合
い
の
場（
福
祉
活
動
）が
乏
し

い
と
、
グ
ル
ー
プ
が
固
定
化
し
、
陰
口
で

結
ば
れ
る
関
係
が
多
く
な
り
ま
す
。「
防
災

訓
練
に
○
○
さ
ん
が
出
る
ん
な
ら
、
私
は

無
理
」い
う
人
が
現
れ
、
防
災
の
取
組
み

な
ど
進
み
ま
せ
ん
。
日
常
的
な
福
祉
活
動
、

サ
ロ
ン
活
動
等
で
一
人
一
人
が
役
割
を
持

ち
、
存
在
感
の
持
て
る
活
動
を
工
夫
す
る

と
相
互
理
解
が
促
さ
れ
、
お
裾
分
け
な
ど

日
常
的
な
交
流
も
自
然
と
増
え
ま
す
。「
防

災
」も「
福
祉
」も
、「
町
内
会
と
い
う
学
級
」

の
取
組
み
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
し「
い
つ
の
間
に
か
、
気
が
つ
い

た
ら
」と
言
わ
な
い
た
め
に
は
、
学
級
づ

く
り
同
様
、
町
内
会
づ
く
り
で
も
、
敏
感

な「
ア
ン
テ
ナ
」「
勇
気
」「
行
動
」が
必
要
で

す
。
10
年
前
に
80
％
弱
あ
っ
た
町
内
会
加

入
率
は
、「
い
つ
の
間
に
か
」「
気
が
つ
い
た

ら
」今
や
60
％
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
デ

ー
タ
は
、
昨
年
の
研
究
大
会
の
皆
さ
ん
の

多
く
の
悩
み
を
受
け
、
も
し
や
と
思
い
、

過
去
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
明
ら
か
に
な

っ
た
の
で
す
。「
ア
ン
テ
ナ
」を
張
っ
た
の

で
す
。
そ
し
て
、「
勇
気
」を
出
し
て
、
特

別
委
員
会
を
作
り
、
通
信
を
発
行
し
、
研

修
活
動
を
増
や
し
不
十
分
な
が
ら
多
く
の

方
と
共
に「
行
動
」し
て
い
ま
す
。

　
『
親（
大
人
）の
背
を
見
て
子
は
育
つ
』と

言
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
世
界
と
大

人
の
世
界
は
共
鳴
し
ま
す
。『
人
は
、
石
こ

ろ
と
同
じ
で
多
く
の
人
と
出
会
い
角
が
取

れ
痛
み
の
分
か
る
人
に
な
る
』と
も
言
わ

れ
ま
す
。
学
級
も
町
内
会
も
人
と
出
会
う

場
。
自
分
が
心
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め

に
も『
情
け
は
人
の
た
め
な
ら
ず
』で
し
ょ

う
。
町
内
会
活
動
の
活
性
化
は
い
じ
め
防

止
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
の
は
、
飛
躍

し
す
ぎ
で
し
ょ
う
か
？

�

会
長　

白
銀
　
孝
志

　
研
修
に
は
企
画
財
政
課
も
同
行
し
て
い

た
だ
い
た
の
で
大
き
な
収
穫
で
し
た
。
こ

の
数
か
月
、
町
と
町
内
会
・
町
内
会
連
合

会
は
連
携
の
強
化
に
特
に
努
め
て
き
て
い

ま
す
が
、
そ
の
重
要
性
は
増
す
ば
か
り
で

あ
り
、
成
果
は
町
内
会
活
性
化
と
い
う
形

で
徐
々
に
表
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
研

修
し
て
き
た
こ
と
を
少
し
ず
つ
生
か
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
ご
理
解
と
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

�

副
会
長　

高
橋
　
仁
美
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 なかお内科 

0155-62-2035 090-7647-5361 

 

火・水・金・土１２時３０分まで 
診察及びお薬の予約・お問い合わせは 

●経鼻・経口胃カメラ、超音波検査、 

 

●毎日中尾院長が診察します 

月・木夜７時まで 

 

●インフルエンザ・各種ワクチン予約不要 
特定健診・健康診断等当日受付可 

 ●お薬は院内・院外選べます 
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急な痛み、しびれに対応します



20
18

年（
平

成
30

年
）1

1月
号

　
№

81
0

すまいるカレンダー�11月19日～12月18日
○内は、問い合わせ先（担当）です。
役役　場・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・☎62-2611
保あいあい21（保健福祉センター）・・・・・・・・・・☎62-9724（保健福祉）
　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・☎62-9733（子育て支援）
病公立芽室病院・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・☎62-2811
子子育て支援センター“げんき”・・・・・・・・・・・・・☎61-3030
めめむろ子どもセンター あいりす・・・・・・・・・・☎67-0828
西めむろ西子どもセンター みらい・・・・・・・・・・☎62-9393
発発達支援センター“ちぃむ”・・・・・・・・・・・・・・・☎62-3159
図図書館・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・☎62-1166

教教育委員会・・・・・・・・・・・・・・・☎62-9729（学校教育）
　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・☎62-9730（社会教育）
中中央公民館・・・・・・・・・・・・・・・☎62-4680
歴ふるさと歴史館・・・・・・・・・・・☎61-5454
体総合体育館・・・・・・・・・・・・・・・☎62-1144
温温水プール・・・・・・・・・・・・・・・・☎62-6116
消消防署・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・☎62-2821
社社会福祉協議会・・・・・・・・・・・☎62-1616
交芽室交番・・・・・・・・・・・・・・・・・・☎62-2151

日　程 主な行事予定

11/19 月 ３・４・５歳児の広場�13時30分～
休温水プール

子 � P13

20 火 ３歳６か月児健康診査
休図書館・ふるさと歴史館

保 �10月号 P16

21 水 わんぱく広場� 10時～
出張あかちゃん広場� 13時30分～

子 � P13
子 � P13

22 木 図書館夜間開館日� ～20時　

23 金
勤労感謝の日
祝日映画会（君が僕の息子について
教えてくれたこと）� 13時30分～ 図 � P35

24 土 ねんりん工作教室（～25日） 歴 � P32

25 日 日曜おはなし会� 11時～
全町カラオケ大会� 11時～

図 � P35
中 � P36

26 月
３・４・５歳児の広場�13時30分～
教育委員会会議� 15時30分～
休温水プール

子 � P13
教 � P34
�

27 火 ４か月児健康診査� 13時～
休図書館・ふるさと歴史館

保 �10月号 P16

28 水 出張あかちゃん広場� 13時30分～ 子 � P13

29 木 １歳むし歯予防教室� 10時～
図書館夜間開館日� ～20時　

保 �10月号 P16

30 金 あかちゃん広場� 10時～
休図書館

子 � P13

日　程 主な行事予定

12/1土 ねんりん工作教室（～2日）はじめてのドイツ語講座� 19時～
歴 � P32
中 � P36

2日 除籍済み資料配布� 10時30分～
日曜おはなし会� 11時～

図 � P35
図 � P35

3月 ３・４・５歳児の広場�13時30分～休温水プール・総合体育館
子 � P13

4火 １歳９か月児健康診査�休図書館・ふるさと歴史館
子 � P13

5水 移動子育て支援センター（東めむろ）�10時～ 子 � P13

6木
ノワール・アート講座� 10時～
陶芸講座� ９時30分～
ＢＣＧ予防接種（要予約）� 14時～
図書館夜間開館日� ～20時　

中 � P36
中 � P36
病 � P13

7金 あかちゃん広場� 10時～
子育て広場ちぃむ� 10時～

子 � P13
子 � P13

8土 生活支援体制整備事業講演会� 13時30分～ 保 � P26

9日 ねんりんフェスティバル� 10時～日曜おはなし会� 11時～
歴 � P32
図 � P35

10 月 ３・４・５歳児の広場�13時30分～休温水プール
子 � P13

11 火 10か月児健康診査� 13時～
休図書館・ふるさと歴史館

保 � P13

12 水
のびのび広場� 10時～
はじめのいっぽ� 11時～
出張あかちゃん広場� 13時30分～

子 � P13
図 � P35
子 � P13

13 木 図書館夜間開館日� ～20時　

14 金 あかちゃん広場� 10時～ 子 � P13

15 土
すくすく広場� 10時～
公民館子ども講座� 10時～
おやこっこおはなし会
クリスマススペシャル� 14時～

子 � P13
中 � P36

図 � P35

16 日 日曜おはなし会� 11時～ 図 � P35

17 月 ３・４・５歳児の広場�13時30分～休温水プール
子 � P13

18 火 ３歳６か月児健康診査休図書館・ふるさと歴史館
子 � P13
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